
Vol.105

12
2014
（平成26年）

December

題
字

　池
田

　彩
香
さ
ん

ス
ト
ッ
プ

　温
暖
化
！

地
球
の
た
め
に
で
き
る
こ
と…

特
集

九年庵 秋の一般公開
Ｐ３に関連記事



中央公民館
（神埼市立図書館）

監査事務局 ☎37　0109

3 市報かんざき 2014.12月号

（平成26年10月末日現在）

●人　口　32,644人（対前月+13人）

　　　　   （男／ 15,599人　女／ 17,045人）
●世帯数　11,448世帯（対前月＋19世帯）

12月14日（日）

 　 　14日（日）

 　 　28日（日）～30日（火） 

 　 　25日（木）

プロ野球教室 

衆議院議員総選挙

消防団年末警戒

中学生サミット

国民健康保険税（６期）

平日　８：30 ～ 17：15
　※毎週火曜日は、市民課窓口は19時まで受付。（本庁のみ）

・「よかね神埼」ぶんぶんテレビの15分番組
　毎月第３・４週
　８：30 ～、12：30 ～、17：45 ～、21：35 ～
・「ＭＹ ＤＥＡＲ神埼」ＦＭ佐賀 毎週水曜日　12：00 ～

　
秋
の
一
般
公
開
が
、
11
月
15
日
か
ら
23
日
ま
で

の
９
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
も
み
じ
の
紅
葉
と
園
庭
に
広
が
る
苔
の
緑
が
織

り
成
す
美
し
い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
観
よ
う
と
、
全

国
各
地
か
ら
多
く
の
団
体
客
や
家
族
連
れ
な
ど
が

訪
れ
ま
し
た
。

　
九
年
庵
は
、
佐
賀
の
実
業
家
で
あ
る
伊
丹
弥
太

郎
が
明
治
25
年
に
造
っ
た
別
荘
と
明
治
33
年
か
ら

９
年
掛
か
り
で
築
い
た
庭
園
で
す
。

　
こ
の
９
年
の
歳
月
を
費
や
し
築
か
れ
た
こ
と

が
、「
九
年
庵
」
の
名
前
の
由
来
と
も
な
っ
て
い
ま

す
。 今

月
の
表
紙

「
九
年
庵
　
秋
の
一
般
公
開
」
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風
し
ん
予
防
接
種
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
／

「
冬
休
み
子
ど
も
寺
子
屋
」
開
催 
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平
成
27
年
度
神
埼
市
公
立
保
育
園
臨
時
保
育
士
・

調
理
員
・
看
護
師
募
集
！ 
�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
７

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度 

�⋮
⋮
８

国
民
年
金
保
険
料
納
付
は
忘
れ
ず
に
！
／
ゆ
る
キ
ャ

ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
４
結
果
／
人
権
週
間 

�
⋮
⋮
９

「
公
的
年
金
」
と
「
児
童
扶
養
手
当
」
の
差
額
を

支
給 
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ふ
る
さ
と
納
税
（
寄
附
）
で
“
神
埼
市
”
の
応
援

を
／
平
成
27
年
版
さ
が
県
民
手
帳
発
売
中
！
／
選

挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
賞
決
定
／
報

酬
審
議
会
か
ら
の
答
申 
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歴
史
文
化
遺
産
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り 
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進
め
よ
う
！
男
女
共
同
参
画 
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13

ボ
ー
ク
ー
ル
市
長
一
行
が
来
訪 

友
好
を
深
め
る
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韓
国
霊
岩
郡
か
ら
神
埼
市
を
表
敬
訪
問 
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神
埼
市
体
育
協
会
だ
よ
り 
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平
成
27
年
成
人
式
の
お
知
ら
せ
／
学
校
給
食
甲
子

園
で
受
賞
／
男
・
倶
楽
部
第
３
回
講
座
の
報
告
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物
産
館
情
報
／
水
車
の
里
遊
学
館
ギ
ャ
ラ
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／

夜
の
市
長
室 
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は
ん
ぎ
ー
ホ
ー
ル
行
事
予
定
表
／
い
き
い
き
大

学
／
プ
ロ
野
球
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
す 
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図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ 
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子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
／
お
む
す
び

チ
ー
ム
か
ら
の
お
知
ら
せ 
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健
康
へ
の
足
掛
か
り
「
毎
日
健
診
」
�⋮⋮
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22

子
ど
も
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
／
日
曜
祝
日
在
宅
当

番
医
／
年
詞
交
歓
会
の
ご
案
内 
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情
報
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人
権
・
教
育
・
防
災
講
演
会
開
催
報
告 
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28

第
８
回
元
気
か
ん
ざ
き
市
民
交
流
祭
開
催
！ 
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埼 
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神
埼
の
偉
人
紹
介
し
ま
す 
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趣
味
あ
い
あ
い 
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吉
野
ヶ
里
歴
史
公
園
か
ら
の
お
知
ら
せ
／
文

芸
コ
ー
ナ
ー 
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神
埼
旬
菜 
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神埼清明高校２年 書道部

池田　彩香 さん

作
者
コ
メ
ン
ト

　
二
年
生
も
後
半
に
な
り
、
部
活
動
に
専
念
で
き

る
の
も
あ
と
一
年
程
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
、「
市
報
か
ん
ざ
き
」
の
題
字
を
書
く
こ

と
に
な
り
、
上
手
に
か
け
る
か
と
て
も
不
安
で
し

た
が
、
自
分
ら
し
く
書
け
た
と
思
い
ま
す
。

　
残
り
一
年
も
楽
し
く
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。



特集
ス
ト
ッ
プ
　
温
暖
化
！

地
球
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
・
・
・

12
月
は
「
地
球
温
暖
化
防
止
月
間
」

　

地
球
温
暖
化
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
で
電
気
・
ガ
ス
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
す
る

際
に
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
や
フ
ロ
ン
が
主
な
原
因
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
資
源
に
取
り
組
む
た
め
に
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し

ま
せ
ん
か
。

◆
地
球
温
暖
化
の
影
響

生
態
系
の
変
化　

自
然
条
件
の
急
な
変
化
で
生

き
物
は
自
分
に
適
し
た
場
所
を
求
め
て
移
動
し

ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
適
正
な
生
態
系
バ
ラ
ン
ス

を
失
い
、
大
量
発
生
す
る
生
物
や
絶
滅
す
る
生

物
が
増
え
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

異
常
気
象　

高
温
や
熱
波
・
大
雨
の
頻
度
の
増

加
、
陸
地
が
熱
せ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
干
ば
つ

地
域
の
増
加
、
ま
た
巨
大
な
ハ
リ
ケ
ー
ン
や
大

型
台
風
の
威
力
や
頻
度
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

海
面
水
位
の
上
昇　

雪
や
氷
が
溶
け
、
海
面
が

最
大
で
１
ｍ
上
昇
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

土
地
が
低
い
南
太
平
洋
の
島
国
や
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
で
は
水
没
の
危
険
が

迫
っ
て
い
ま
す
。

◆
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
の
実
施　

暖
房
を
入
れ
る
際
の

室
温
を
20
度
程
度
に
設
定
し
、“
寒
い
と
き
は

着
る
”“
過
度
に
暖
房
器
具
に
頼
ら
な
い
”
そ

ん
な
原
点
に
立
ち
返
っ
て
、
暖
房
に
必
要
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
を
削
減
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

二
酸
化
炭
素
の
発
生
を
削
減
し
ま
す
。

自
家
用
車
の
適
正
使
用　

自
動
車
は
、
ア
イ
ド

リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
、
や
さ
し
い
発
進
、
加
減
速

の
少
な
い
運
転
な
ど
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
努
め
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
ノ
ー
カ
ー
デ
ー
を
実
施
し
、

公
共
交
通
機
関
や
自
転
車
利
用
で
省
エ
ネ
を
推

進
し
ま
し
ょ
う
。

大
掃
除
で
も
実
践　

年
末
の
大
掃
除
で
は
、
暖

房
器
具
も
掃
除
を
行
い
、
熱
効
率
の
ア
ッ
プ
を

図
り
ま
し
ょ
う
。

　

白
熱
電
球
を
消
費
電
力
の
少
な
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電

球
や
電
球
型
蛍
光
ラ
ン
プ
に
取
り
換
え
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
推
進
室　

生
活
環
境
係

　

☎
３
７
‐
０
１
１
２
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○
豆
知
識

　

水
道
水
の
節
水
も
省
エ
ネ
に
な
り

ま
す
。
家
庭
で
使
う
水
道
水
１
ト
ン

を
つ
く
る
た
め
に
３
，１
０
０
キ
ロ

カ
ロ
リ
ー
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で

す
。

　

こ
れ
は
、
そ
の
水
の
温
度
を
３
度

以
上
高
く
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
匹
敵

し
ま
す
。

◆
環
境
業
務
の
年
末
年
始
の
お
知
ら
せ

　
・
ご
み
収
集
の
休
業
期
間
お
よ
び
脊
振
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接
持
込
休
止
期
間

　

12
月
31
日
（
水
）
～
１
月
４
日
（
日
）

・
し
尿
収
集
の
休
業
期
間

　

12
月
30
日
（
火
）
～
１
月
４
日
（
日
）

・
動
物
の
取
扱
の
休
業
期
間

　

12
月
26
日
（
金
）
～
１
月
４
日
（
日
）

　

年
末
は
、
し
尿
収
集
業
務
が
大
変
混
み
合
い

ま
す
。
予
約
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

10
月
26
日
、
早
朝
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん

に
よ
る
『
神
埼
市
ク
リ
ー
ン
作
戦
』
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
大
人
も
子
ど
も
も
一
緒

に
な
っ
て
の
取
り
組
み
で
、
道
路
や
公
園

な
ど
の
ご
み
の
散
乱
が
な
く
な
り
、
美
し

い
神
埼
市
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
「
筑
後
川
・
城
原
川
河

川
美
化
ノ
ー
ポ
イ
運
動
」
と
あ
わ
せ
て
の

実
施
で
河
川
敷
な
ど
の
清
掃
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
後
と
も
環
境
美
化
の
推
進
と
地
域
の

清
掃
活
動
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
神
埼
市
ク
リ
ー
ン
作
戦
」

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

事業者 電話番号 予約期限

蓮池衛研工業 ☎４４－４１１１

12月12日（金）三神清掃社 ☎５２－３７０６

環整工業 ☎５２－２７１８
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各課からのお知らせ

　
　

　
　

風
し
ん
予
防
接
種
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す

「
冬
休
み
子
ど
も
寺
子
屋
」開
催

◎
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課　

母
子
保
健
係　
（
神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー
）　

☎
５
１
‐
１
２
３
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
千
代
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー
）　

☎
４
４
‐
２
０
２
１

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

神
埼
市
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
５
３
‐
２
３
２
５

　

夏
休
み
に
開
催
し
て
好
評
で
し
た
の
で
、
冬
休
み
も
経

験
豊
か
な
講
師
を
迎
え
「
子
ど
も
寺
子
屋
」
を
開
催
し
ま

す
。
み
ん
な
で
冬
休
み
の
宿
題
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！

○
日
時　

12
月
25
日
（
木
）

　

午
前
９
時
～
午
前
11
時

○
場
所　

神
埼
中
央
公
園
体
育
館

　

１
階　

和
室
・
会
議
室

○
準
備
す
る
物

　

宿
題
（
習
字
、
読
書
感
想
文
、

　

絵
画
を
除
く
）、
筆
記
用
具
、

　

水
筒
な
ど

○
講
師　

退
職
校
長
会
・
退
職
女
教
師
の
会

○
参
加
資
格　

神
埼
市
内

に
在
住
す
る
小
学
生

（
た
だ
し
、
神
埼
小
学
校
区

外
か
ら
の
参
加
は
保
護
者

の
送
迎
が
可
能
な
方
）

○
申
込
締
切
日

　

12
月
17
日
（
水
）

▲夏休みの様子

　

妊
娠
初
期
の
女
性
が
風
し
ん
に
か
か
る
と
、
赤
ち
ゃ
ん
の
目
や
耳
、
心
臓
な
ど
に
障
が
い

が
で
る
「
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
」
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
妊
娠
中
は
予
防
接

種
が
受
け
ら
れ
ず
、
周
囲
が
予
防
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
で
は
女
性
が
安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
で
き
る
よ
う
に
、
風
し
ん
予
防
接
種
（
麻

し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
ま
た
は
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
）の
接
種
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

【
助
成
期
間
】
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

【
対
象
者
】
神
埼
市
に
住
民
票
が
あ
る
方
で
、
左
記
の
条
件
の

い
ず
れ
か
を
満
た
し
、

・
風
し
ん
に
罹
患
し
た
こ
と
が
な
く
、
風
し
ん
の
ワ
ク
チ
ン

を
受
け
た
こ
と
が
な
い
方

・
風
し
ん
の
罹
患
ま
た
は
風
し
ん
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
歴
が
不

明
の
方

・
風
し
ん
の
罹
患
、
風
し
ん
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
歴
を
問
わ
ず
、

風
し
ん
の
Ｈ
Ｉ
抗
体
価
が
16
倍
以
下
の
方

次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
方

①
妊
娠
を
予
定
ま
た
は
希
望
す
る
女
性
（
将
来
に
備
え
て
予

防
接
種
を
希
望
す
る
女
性
を
含
む
）

②
風
し
ん
抗
体
価
が
低
い
妊
婦
の
同
居
者
（
夫
な
ど
）

【
申
請
場
所
】

神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー
・
千
代
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー

（
受
付
時
間　

平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）

【
申
請
者
】
本
人
ま
た
は
同
居
家
族

【
持
参
す
る
も
の
】

①
窓
口
に
申
請
に
来
た
方
の
身
分
証
明
書
（
健
康
保
険
証
・

運
転
免
許
証
な
ど
）

②
印
鑑
（
認
印
）

③
風
し
ん
抗
体
価
が
低
い
と
わ
か
っ
て
い
る
方
は
、
風
し
ん

抗
体
価
が
わ
か
る
も
の

④
妊
婦
の
同
居
者
は
、
妊
婦
の
母
子
健
康
手
帳
と
妊
婦
の
風

し
ん
抗
体
価
が
わ
か
る
も
の

※
対
象
者
に
該
当
し
、
風
し
ん
罹
患
ま
た
は
風
し
ん
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
歴
が
不
明
の
方
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
度
に

限
り
「
風
し
ん
抗
体
検
査
」
の
全
額
助
成
が
あ
り
ま
す
。
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平成27年度　神埼市公立保育園
臨時保育士・調理員・看護師　募集！

～公立保育園で働いてみませんか～
○雇用期間　平成27年４月１日～平成28年３月31日
○保険
　＊常勤臨時保育士、常勤臨時看護師、常勤臨時調理員
　　・・・社会保険・雇用保険は条件適用者有・労災保険
　＊非常勤臨時保育士、非常勤臨時調理員
　　・・・労災保険・雇用保険は条件適用者有
○勤務先　ちよだ保育園・西郷保育園・仁比山保育園

【申込方法】
　佐賀職業安定所で手続き後、次の書類を神埼市役所福祉課まで提出してください。
　　①市販のＡ４サイズの履歴書（顔写真貼り付け）
　　②資格を必要とする業務については、証明する書類等の写し
　　③官製はがき（返信先記入）

【受付期間】
　平成26年12月15日（月）～平成27年１月９日（金）
　午前８時30分～午後５時15分まで
　※土、日、祝日および12月29日から１月３日までを除く

【選考方法】
　書類選考・面接　　※面接日は福祉課よりはがきで連絡します

【その他】
　・採用人数などは、変更になる場合があります。
　・賃金は、翌月10日払いです。
　・通勤手当などの支給はありません。
　・通勤形態は業務ごとに異なります。

◎申込・問い合わせ　福祉課　社会福祉係　☎37-0110

子どもたちに囲まれて仕事

ができて、楽しいな！

興味のある方、ぜひ

一緒に働きましょう♪

業務名　※免許等
募集
人数

基本的な勤務形態 賃金

①
常勤臨時保育士
※保育士資格

35人
程度

月～土曜日７：00 ～ 19：00内での７時間30分勤務
(指定日・月22日程度勤務)　休日（日・祝日)

日額
7,020円

②
非常勤臨時保育士
※保育士資格

20人
程度

月～土曜日７：00 ～ 19：00内での７時間30分勤務
(指定日・週３日程度勤務)　休日（日・祝日)

日額
7,020円

③
常勤臨時調理員
※調理師資格

５人
程度

月～土曜日８：30 ～ 16：45内での７時間30分勤務
（指定日・月22日程度勤務）　休日（日・祝日)

日額
6,200円

④
非常勤臨時調理員
※資格は必要ありません。

３人
程度

月～土曜日８：30 ～ 16：45内での７時間30分勤務
（指定日・週３日程度勤務）　休日（日・祝日）

日額
6,000円

⑤
常勤臨時看護師
※正看護師資格

３人
程度

月～土曜日７：00 ～ 19：00内での７時間30分勤務
（指定日・月22日程度勤務）　休日（日・祝日)

日額
7,020円
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各課からのお知らせ

高額医療・高額介護合算療養費制度
～後期高齢者医療制度および神埼市国民健康保険の加入者の方へ～

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養

費
制
度
と
は
？

支
給
要
件
・
支
給
額
は
？　

申
請
手
続
き
は
？

他
の
医
療
保
険
（
協
会
け
ん
ぽ
・
健
保
組

合
・
共
済
等
）
加
入
者
の
支
給
申
請
は
？ 

支
給
額
を
計
算
す
る
際
は
？　

　

医
療
と
介
護
の
両
方
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
る
世
帯
の
負
担
を
軽
減
す

る
も
の
で
、
世
帯
内
の
各
医
療
保
険
の
加

入
者
の
方
が
、
１
年
間
に
支
払
っ
た
医
療

保
険
と
介
護
保
険
の
自
己
負
担
を
合
計

し
、
基
準
額
を
超
え
た
場
合
に
、
そ
の
超

え
た
金
額
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

※
医
療
費
ま
た
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の

自
己
負
担
額
の
い
ず
れ
か
が
０
円
の
場

合
、
支
給
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
26
年
度
に
つ
い
て
は
、
世
帯
内
の

医
療
保
険
の
加
入
者
の
方
が
、１
年
間（
毎

年
８
月
～
７
月
）
に
支
払
っ
た
医
療
・
介

護
保
険
の
自
己
負
担
額
が（
別
表
）の
基
準

額
を
超
え
る
場
合
に
そ
の
超
え
た
額
を
支

給
し
ま
す
。

　

支
給
の
対
象
と
な
る
方
に
は
、
12
月
中

に
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。
お
知
ら
せ

が
届
い
た
場
合
、
神
埼
市
役
所
の
市
民
課

へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
平
成
25
年
８
月
か
ら
平
成
26
年
７
月
末

ま
で
の
間
に
、
次
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、

申
請
の
対
象
と
な
る
旨
の
お
知
ら
せ
が

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
市
町
を
越
え
る
転
居
を
さ
れ
た
方
（
県

外
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
な
ど
）

・
他
の
医
療
保
険
制
度
か
ら
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
移
ら
れ
た
方

・
後
期
高
齢
者
医
療
の
資
格
を
喪
失
さ
れ

た
方

　

加
入
さ
れ
て
い
る
医
療
保
険
へ
の
申

請
と
な
り
ま
す
。
そ
の
際
に
介
護
保
険
の

「
自
己
負
担
額
証
明
書
」
が
必
要
で
す
の

で
、
ま
ず
証
明
書
の
交
付
申
請
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　
「
自
己
負
担
額
証
明
書
」
は
、
発
行
ま

で
に
約
１
ヶ
月
か
か
り
ま
す
。

◎
受
付
・
問
い
合
わ
せ

　
【
医
療
保
険
︵
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
︶
に
つ
い
て
】

　

市
民
課 　

国
保
医
療
係
・
後
期
高
齢
年

金
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
５　

　
【
介
護
保
険
に
つ
い
て
】

　

高
齢
障
が
い
課　

高
齢
障
が
い
係

　

☎
３
７
‐
０
１
１
１　
　

　

佐
賀
中
部
広
域
連
合 

給
付
課　

　

☎
４
０
‐
１
１
３
４

・
高
額
療
養
費
や
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

の
支
給
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ

ら
を
差
引
い
た
自
己
負
担
額
で
計
算
し

ま
す
。

・
同
世
帯
で
あ
っ
て
も
、
加
入
し
て
い
る

医
療
保
険
が
異
な
る
場
合
は
、
別
々
に

計
算
し
ま
す
。

・
70
歳
未
満
の
方
は
、
１
カ
月
に
同
一
医

療
機
関
ご
と
、
入
院
、
通
院
ご
と
、
診

療
科
ご
と
に
２
１
，０
０
０
円
以
上
と

な
っ
た
自
己
負
担
額
の
み
合
算
対
象
と

し
ま
す
。

・
食
費
、
居
住
費
、
差
額
ベ
ッ
ト

代
な
ど
は
合
算
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

・
算
定
さ
れ
た
支
給
額
が
５
０
０

円
以
下
の
場
合
、
支
給
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

▼支給例（【別表】の所得区分Ⅱの方の場合）

※
１　

国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
の
基
礎

と
な
る
基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金

額
等
が
６
０
０
万
円
を
超
え
る
世

帯 

※
２　

国
民
健
康
保
険
（
70
歳
以
上
）、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
で
、

医
療
費
の
負
担
割
合
が
３
割
の
人 

※
３　

世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
の
人

（
区
分
Ⅰ
以
外
の
人
）　　

※
４　

世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
で
、

そ
の
世
帯
の
各
所
得
が
必
要
経
費
・

控
除
（
年
金
所
得
は
控
除
額
80
万

円
）
を
差
し
引
い
た
と
き
に
０
円

に
な
る
人

【別表】 ◆支給額を計算する際の基準額（自己負担限度額） 
　※平成25年８月～平成26年７月末までの分を合算します。

所得区分
後期高齢者医療
＋介護保険　　 国民健康保険＋介護保険

75歳以上 70 ～ 74歳 70歳未満
上位所得者

※１ 126万円

現役並み所得者
※２ 67万円 67万円

一    般 56万円 56万円 67万円

世帯全員が
市民税非課税

区分Ⅱ
※３ 31万円 31万円

34万円
区分Ⅰ
※４ 19万円 19万円
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国
民
年
金
保
険
料
納
付
は
忘
れ
ず
に
！

◎
問
い
合
わ
せ　

佐
賀
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
課　

☎
３
１
‐
４
１
９
１

　
　
　
　
　
　
　

市
民
課　

後
期
高
齢
年
金
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
５

　
　
　
　
　
　
　

千
代
田
支
所　

総
合
窓
口
課　

総
合
窓
口
班　

☎
４
４
‐
３
０
７
１

　
　
　
　
　
　
　

脊
振
支
所　

総
合
窓
口
課　

総
合
窓
口
班　

☎
５
９
‐
２
１
１
１

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
平
成
26
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
額
は
、１
ヶ

月
１
５
，２
５
０
円
で
す
。
納
め
た
保
険
料
は
「
社

会
保
険
控
除
」
と
し
て
全
額
控
除
の
対
象
と
な
り
、

税
金
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

ま
だ
納
付
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
至
急
お
近

く
の
金
融
機
関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

等
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
保
険
料
に
つ
い
て
ご

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
佐
賀
年
金
事
務
所

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
・・・

　

所
得
が
少
な
く
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前

年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
な
ど
、
国
民
年
金

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
ご
本

人
か
ら
申
請
書
を
提
出
い
た
だ
き
、
申
請
後
に
承

認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

納
付
が
困
難
だ
か
ら
と
い
っ
て
そ
の
ま
ま
に
せ

ず
、
必
ず
市
役
所
の
年
金
窓
口
で
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
失
業
さ
れ
た
方
は
、
離
職
票
や
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証
な
ど
を
添
付
す
れ
ば
、
前
年
の

所
得
か
ら
失
業
さ
れ
た
方
の
所
得
を
除
外
し
て
審

査
が
行
わ
れ
る
特
例
も
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
保
険
料
免
除
な
ど
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、

老
後
に
年
金
を
受
け
取
る
た
め
の
資
格
期
間
に
含

ま
れ
る
だ
け
で
な
く
、
万
一
の
時
に
、
障
害
基
礎

年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
資
格
期
間
に

も
含
ま
れ
ま
す
。

　

平
成　

年
４
月
か
ら
、申
請
時
点
か
ら
２
年
１
ヶ

月
前
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
免

除
等
を
申
請
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
学
生

納
付
特
例
も
同
様
で
す
。

※
保
険
料
免
除
・
・
・
３
／
４
免
除
、
１
／
２
免

除
、
１
／
４
免
除
な
ど
の
保
険
料
の
一
部
免
除

は
、
保
険
料
の
一
部
を
納
付
す
る
こ
と
に
よ
り

残
り
の
保
険
料
の
納
付
が
免
除
と
な
る
制
度
で

納
付
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
未
納
と
同
じ
扱
い

と
な
り
ま
す
。

26

　
　

　
　

ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
４
結
果

「
み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の
世
紀
」

～
考
え
よ
う　

相
手
の
気
持
ち　

育
て
よ
う　

思
い
や
り
の
心
～

◎
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課　

商
工
観
光
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
７

◎
問
い
合
わ
せ　

市
長
公
室　

秘
書
広
報
係　

☎
３
７
‐
０
０
８
８

　

９
月
２
日
か
ら
10
月
20
日
ま
で
、

「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１

４
」
の
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

神
埼
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
く
ね
ん
ワ
ン
」「
く
ね
ん

ニ
ャ
ン
」
は
、
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ

た
全
国
１
，６
９
９
キ
ャ
ラ
中
９
５

１
位
、佐
賀
県
内
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

15
キ
ャ
ラ
中
８
位
で
し
た
。

　

皆
さ
ま
か
ら
の
た
く
さ
ん
の
投

票
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
12
月
10
日
を
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
、「
人

権
デ
ー
」
を
最
終
日
と
す
る
１
週
間
（
12
月
４
日
～
10
日
）
を
「
人
権
週
間
」

と
し
て
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
の
た
め
の
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

生
命
の
尊
さ
・
大
切
さ
や
、
自
己
が
か
け
が

え
の
な
い
存
在
で
あ
る
と
同
時
に
他
人
も
か
け

が
え
の
な
い
存
在
で
あ
る
こ
と
、
他
人
と
の
共

生
・
共
感
の
大
切
さ
を
真
に
実
感
し
、「
思
い

や
り
の
心
」
と
「
か
け
が
え
の
な
い
命
」
を
大

切
に
す
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 投票ありがとう

だワン！

これからも応援
よろしくニャン！
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各課からのお知らせ

大切なお知らせです!!
平成26年12月分の手当から

「公的年金」と「児童扶養手当」の差額を支給！
　これまで、公的年金（遺族年金、障害年金、老齢年金、労災年金、遺族補償など）を受給する方は児童扶養手当
を受給できませんでしたが、平成26年12月以降は、年金額が児童扶養手当額より低い方は、その差額分の児童扶
養手当を受給できるようになります。
　児童扶養手当を受給するためには、必ず申請が必要です。「受給している年金額は児童扶養手当額より低いのだろ
うか？」などご不明な点は、お早めにお問い合わせください。

どのような場合に年金との差額分の手当がもらえますか？
　受給できる年金などの月額が児童扶養手当の月額より低い場合、その差額を受給できます。例えば、児童が１人
の場合の児童扶養手当は月額41,020円（全額支給の場合）なので、年金額がこの額より低い場合に差額を受給で
きます。
　なお、児童扶養手当の月額は、受給資格者の前年の所得により、その一部が支給停止になる場合があります。そ
の場合は一部支給停止後の額と比較になりますのでご注意ください。

今回の改正により新たに手当を受け取れる場合

・お子さんを養育している祖父母などが、低額の老齢年金を受給している場合
・父子家庭で、お子さんが低額の遺族厚生年金のみを受給している場合
・母子家庭で、離婚後に父が死亡し、お子さんが低額の遺族厚生年金のみを受給している場合　　など

差額分の児童扶養手当を受給するには・・・

　手当は申請の翌月分から支給開始となります。
　ただし、これまで公的年金を受給していたことにより児童扶養手当を受給できなかった方のうち、平成26年12
月１日に支給要件を満たしている方が、平成27年３月までに申請した場合は、平成26年12月分の手当から受給で
きます。
※平成26年12月～平成27年３月分の手当は、平成27年４月に支払われます。

ご注意ください
　申請の案内や書類を神埼市からお送りすることはありません。市では、今回の改正で新たに差額分の手当の支給
対象になる方を把握しておりませんので、それぞれのご家庭に手続きのご案内をすることができません。お早め
にお問い合わせいただき、忘れずに手続きをおこなってください。

《 参　考 》
●「児童扶養手当」とは？
  父母の離婚などにより父または母と生計を同じくしていない18歳到達後最初
の年度末（障害児の場合は20歳未満）までの児童を養育しているひとり親家
庭等の生活の安定と自立を支援し、児童の健やかな成長を応援することを目的
として、支給される手当です。

●児童扶養手当の額は？
・子ども１人の場合
　　全部支給：41,020円　（平成26年度）
　　一部支給：41,010円～ 9,680円（所得に応じて決定されます）
・子ども２人以上の加算額
　　 ２人目：5,000円　　　３人目以降１人につき：3,000円
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ふ
る
さ
と
納
税（
寄
附
）で

“
神
埼
市
”の
応
援
を

神
埼
市
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
賞
決
定

平
成
27
年
版

さ
が
県
民
手
帳
発
売
中
！

特
別
職
報
酬
等
審
議
会

か
ら
答
申
が
あ
り
ま
し
た

◎
問
い
合
わ
せ

　

政
策
推
進
室　

政
策
推
進
班

　

☎
３
７
‐
０
１
２
１

◎
問
い
合
わ
せ　

神
埼
市
選
挙
管
理
委
員
会　

☎
３
７
‐
０
１
０
０

◎
問
い
合
わ
せ

　

市
長
公
室　

企
画
係

　

☎
３
７
‐
０
１
０
２

◎
問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

人
事
係

　

☎
３
７
‐
０
１
０
０

　
「
ふ
る
さ
と
」
に
貢
献
し
た
い
、

「
ふ
る
さ
と
」
を
応
援
し
た
い
と

い
う
納
税
者
の
皆
さ
ま
の
思
い
を

活
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
“
ふ

る
さ
と
納
税
”
の
寄
附
金
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　

神
埼
市
で
は
、
皆
さ
ま
か
ら
い

た
だ
い
た
寄
附
を
１
円
も
無
駄
に

せ
ず
、
ご
意
思
を
尊
重
し
た
運
用

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
神

埼
を
離
れ
て
ご
活
躍
中
の
皆
さ
ま

か
ら
の
“
ふ
る
さ
と
納
税
”
を
心

か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

寄
附
金
の
使
途
に
つ
い
て
は
、

寄
附
を
い
た
だ
い
た
方
の
意
思
に

沿
っ
て
、
伊
東
玄
朴
旧
宅
の
整
備

や
各
小
学
校
の
電
子
黒
板
整
備
、

市
立
図
書
館
と
各
小
・
中
学
校
図

書
館
の
図
書
の
充
実
、
吉
田
絃
二

郎
作
品
集
編
纂
事
業
、
み
ど
り
の

少
年
団
支
援
事
業
な
ど
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

神
埼
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
で
は
、
毎
年
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
を
実
施
し
て
市
内
小
・
中
学
校
の
皆
さ
ん
に
政
治
へ
の
参
加
、
投
票

の
大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
も
た
く
さ
ん
の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
優
秀
賞
が
決
定

し
ま
し
た
。
優
秀
作
品
は
左
記
の
通
り
で
、
は
ん
ぎ
ー
ホ
ー
ル
で
掲
示

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
掲
示
期
間

　

平
成
26
年
12
月
26
日
（
金
）
～

　
　
　
　

平
成
27
年
１
月
30
日
（
金
）

○
掲
示
場
所　

千
代
田
文
化
会
館

　
　
　
　
　
　

は
ん
ぎ
ー
ホ
ー
ル　

ロ
ビ
ー

○
ポ
ス
タ
ー
審
査
結
果

　

手
帳
と
し
て
の
機
能
（
各
月
行

事
予
定
表
や
日
記
欄
）
は
も
ち
ろ

ん
、
各
都
道
府
県
、
県
内
市
町
の

人
口
、
面
積
な
ど
を
掲
載
し
た
統

計
編
を
は
じ
め
、
観
光
施
設
の
案

内
や
官
公
庁
の
所
在
地
、
郷
土

の
歳
時
記
（
市
町
の
イ
ベ
ン
ト
）、

そ
の
他
、
さ
が
県
民
手
帳
な
ら
で

は
の
仕
事
や
暮
ら
し
に
役
立
つ
情

報
を
多
数
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
も
小
型
に
加
え
、
大
型
に

も
専
用
鉛
筆
が
付
い
て
い
ま
す
。

○
種
類　
　

　

大
型
（
14
・
２
㎝
×
９
・
０
㎝
）

�

７
０
０
円

　

小
型
（
10
・
８
㎝
×
７
・
５
㎝
）

�

５
５
０
円

○
表
紙
の
色　

グ
レ
ー
ま
た
は
赤

○
受
付
期
間

　

12
月
26
日
（
金
）
ま
で

　

神
埼
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
（
楢

本
純
一
会
長
、
９
人
）
は
、
松
本
市
長

に
対
し
議
員
報
酬
、
市
長
及
び
副
市
長

の
給
料
に
つ
い
て
の
答
申
を
さ
れ
ま

し
た
。

　

答
申
で
は
、
月
額
で
議
長
が
38
万
６

千
円
か
ら
40
万
円
（
３
．６
％
増
）、
副

議
長
が
32
万
２
千
円
か
ら
33
万
２
千

円
（
３
．１
％
増
）、
議
員
が
30
万
円
か

ら
31
万
円（
３
．３
％
増
）の
引
き
上
げ
、

市
長
の
82
万
９
千
円
、
副
市
長
の
65
万

５
千
円
の
給
料
は
据
え
置
く
と
い
う

内
容
で
し
た
。

　

市
で
は
、
今
回
の
答
申
を
踏
ま
え
、

条
例
改
正
等
を
検
討
し
ま
す
。

　

神
埼
市
優
秀
賞　
（
敬
省
略
）

　
【
小
学
校
の
部
】

　

神
埼
小
３
年　

八
谷　

佳
凜

　

神
埼
小
４
年　

森
永　

愛
理

　

神
埼
小
５
年　

久
富　

栞
奈

　

神
埼
小
５
年　

糸
山　

夕
貴

　

神
埼
小
６
年　

船
津　

菜
花

　

神
埼
小
６
年　

太
田　

杏
奈

　

神
埼
小
６
年　

嬉
野　

柊
馬

　

神
埼
小
６
年　

神
代
日
茉
莉

　

神
埼
小
６
年　
　

川　
　

萌

　

脊
振
小
６
年　

大
坪
さ
く
ら

　
【
中
学
校
の
部
】

　

神
埼
中
１
年　
　

石
井　

大
雄

　

神
埼
中
２
年　
　

内
田　

百
香

　

神
埼
中
３
年　
　

沖
元　

美
帆

　

神
埼
中
３
年　
　

福
島　

小
夏

　

神
埼
中
３
年　
　

貞
島　

実
紅

　

神
埼
中
３
年　
　

堤　
　

彩
華

　

千
代
田
中
１
年　

高
垣
愛
里
子

　

千
代
田
中
２
年　

中
島　

悠
貴

　

千
代
田
中
２
年　

秋
吉　

里
南

　

千
代
田
中
２
年　

秋
山　

凜
花
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各課からのお知らせ

神埼市の歴史文化遺産を活かしたまちづくりに取り組んでいます政策推進室

から

神埼市歴史まちづくり遺産制度 ～地域の伝統継承を支援します～
　地域の祭や年中行事、また、鳥居や地蔵、恵比寿等の石仏など、歴史文化遺産・自然遺産を地域の自慢できる宝
として、神埼市歴史まちづくり遺産として登録し、まちづくりに活かす制度を用意しています。
　この遺産に登録されると、遺産の保存活用などに必要な助成制度（助成対象経費の１/ ２以内で、上限10万円の
助成）を５ヶ年継続で活用することができます。

＊これまでに登録された遺産
　・鳥羽院古釜の百手祭・志波屋地区の千燈籠（２件）
　・志波屋の溜池干しと魚とり行事・上直鳥の堀と文化を伝える会

◆『伊勢塚溜池干しと魚とり行事』が行われました◆
　10月19日に神埼町志波屋地区の伊勢塚溜池で、溜池干しと魚とり
行事が行われました。
　溜池干しは、年１回溜池の水を抜き日干しにする管理方法で、水質
改善や堤と取水口点検などのために行われています。１週間ほど前か
ら水を抜きはじめ、当日は早朝から地区住民の方が溜池の泥の除去作
業とともに、１年前に入れられた鯉などの魚とりが行われました。

伊東玄朴顕彰会の会員を募集中！
　伊東玄朴先生の顕彰活動を一緒に取り組んでいただける市民の方を募集します。
　入会いただける方は、申込書と会費（一般会員は年額1,000円）を添えて伊東玄朴
顕彰会事務局へお申し込みください。
　入会されますと、伊東玄朴の生誕祭などの式典や講演会のご案内、また、伊東玄朴
や医学史などの情報を顕彰会よりお知らせします。
◎申込・問い合わせ　伊東玄朴顕彰会事務局（政策推進室内）　☎37-0121

◎申込・問い合わせ　　政策推進室　政策推進班　☎37-0121

◆神埼市政策推進委員会委員募集◆
　市民の視線に立った市政を進めるため、市が抱える政策課題について提言を行っていただく政策推進委員を
募集します。
○募集人員　若干名　　　　　　　　　　　　　　　　　　○応募方法　応募用紙による申し込み
○応募資格　神埼市内にお住まいで、満20歳以上の方　 　 ○応募用紙の設置場所
○任期　　　委嘱の日～平成27年３月31日まで　　　　　　・政策推進室および各支所総合窓口課
○応募締切　12月25日（木）　　　　　　　　　　　　　　　 ・市ホームページ

◆直鳥クリーク公園祭りが行われました◆
　11月16日、上直鳥地区で直鳥クリーク公園祭りが開催されました。本年で

３回目を迎えるこの祭りは、上直鳥地区に残されている中世の城館跡である直

鳥城跡がクリーク公園として整備され、この公園を地域の多くの方に知ってい

ただき、活用することを目的として行われています。

　ドンコ船による堀の遊覧やバルーンの係留飛行体験、また、むかし遊び体験

や芋ほりなどが実行委員会をはじめ地区住民の皆さんにより企画され、多くの

子どもたちが訪れていました。

▲伊勢塚溜池干しと魚とり行事の様子
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JR神埼駅

国道34号線

神埼高

神埼中

市役所

警察署
至佐賀

至
吉
野

里

中
央
公
民
館消

防
署

神埼よかよか商品券使えます神埼よかよか商品券使えます

ふすま、障子は寒くならないうちに張替えをおすすめします。
（来年１/31まで）

有
料
広
告

有
料
広
告

　

11
月
11
日
、
嬉
野
市
「
男
女
共
同

参
画
社
会
」
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
の
う

れ
し
の
男
女
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
皆
さ

ん
と
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。
嬉
野

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
を
目
指
し
、
男
も
女
も
暮
ら
し
や

す
い
嬉
野
市
を
作
り
あ
げ
る
た
め
に

４
つ
の
基
本
目
標
に
沿
っ
て
行
動
計

画
を
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
紹
介

し
ま
す
。

１　

男
女
平
等
参
画
を
促
進
す
る
学

習
と
地
域
社
会
づ
く
り
・
・
・

　
　

性
別
に
よ
る
固
定
的
役
割
分
担

を
見
直
し
、
自
ら
の
意
思
で
あ
ら

ゆ
る
分
野
に
参
画
し
個
性
や
能
力

を
発
揮
で
き
る
社
会
づ
く
り
の
た

め
に
啓
発
や
教
育
を
進
め
る
。

２　

男
女
が
家
庭
と
職
場
に
お
い
て

共
に
協
力
し
能
力
を
発
揮
で
き
る

環
境
づ
く
り
・
・
・

　
　

男
女
平
等
の
労
働
環
境
の
整
備

と
支
援
を
進
め
る
。

３　

Ｄ
Ｖ
を
予
防
し
、
男
女
双
方
の

人
権
尊
重
に
積
極
的
に
対
応
し
た

健
康
・
福
祉
政
策
に
よ
る
家
庭
と

地
域
社
会
づ
く
り
・
・
・

　
　

生
涯
を
通
じ
て
の
健
康
支
援
、

男
女
の
人
権
を
尊
重
す
る
環
境
づ

く
り
等
の
支
援
を
進
め
る
。

４　

市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
推

進
体
制
づ
く
り
・
・
・

　
　

行
政
・
市
民
・
企
業
・
団
体
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
施
策
を
推

男
女
共
同
参
画
の
実
現
を
目
指
し
て

～
「
う
れ
し
の
男と

女も

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
の
交
流
よ
り
～

進
す
る
。
又
男
女
共
同
参
画
行
動

計
画
に
掲
げ
た
施
策
の
進
捗
状
況

を
把
握
す
る
市
民
組
織
を
作
り
計

画
の
実
効
性
に
努
め
る
。

　

神
埼
市
で
は
、
平
成
22
年
に
策
定

さ
れ
ま
し
た
基
本
計
画
が
今
年
度
ま

で
の
計
画
と
な
っ
て
お
り
来
年
度
に

向
け
て
の
新
た
な
取
り
組
み
に
か

か
っ
て
い
ま
す
。

進
め
よ
う
！

　
男
女
共
同
参
画

女性のための相談室
○とき　平成27年１月21日（水）
　　　　　13：30 ～ 16：30
○ところ　神埼市役所千代田支所　２階会議室
◎問い合わせ
　神埼市男女共同参画推進ネットワーク
　髙栁　☎52-3709
　市長公室　秘書広報係　☎37-0088

男性の料理教室
　料理は日々の暮らしを豊かにします。健康
あっての家庭料理。あなたも料理教室へ！
○とき　平成27年１月24日（土）
　　　　午前10時～ 12時
○ところ　千代田町保健センター
○募集人数　25人
○参加費　300円（主に材料費）
○募集締切日　平成27年１月10日（土）
○持参するもの　エプロン、タオルなど
○講師　神埼市食生活改善推進協議会
　　　　大井トシ子さん他
◎申込・問い合わせ
　神埼市男女共同参画推進ネットワーク
　　芦原　☎59-2123
　　廣瀧　☎52-2508
　　吉井　☎44-5439
　市長公室　秘書広報係　☎38-0088
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ジ
ャ
ピ
ー
氏
救
出
が
縁

ボ
ー
ク
ー
ル
市
長
一
行
が
来
訪 

友
好
を
深
め
る

　

神
埼
市
と
姉
妹
都
市
の
関
係
に
あ

る
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
・
ボ
ー
ク
ー

ル
市
か
ら
セ
ド
リ
ッ
ク
・
ペ
ラ
ン
市

長
を
は
じ
め
と
す
る
４
人
が
訪
日
さ

れ
、
交
流
を
通
じ
て
よ
り
一
層
友
好

を
深
め
ま
し
た
。

◆
第
４
回
日
仏
自
治
体
交
流
会
議

　

10
月
28
日
か
ら
30
日
、
日
本
と
フ

ラ
ン
ス
両
国
の
自
治
体
ト
ッ
プ
ら
が

共
通
の
行
政
課
題
を
話
し
合
う
「
第

４
回
日
仏
自
治
体
交
流
会
議
」
が
香

川
県
高
松
市
で
開
催
さ
れ
、
松
本
市

長
と
ペ
ラ
ン
市
長
も
参
加
し
て
「
グ

ロ
ー
バ
ル
時
代
の
地
域
経
済
活
性

化
」
を
テ
ー
マ
に
、
産
業
や
観
光
、

文
化
交
流
な
ど
の
新
た
な
取
り
組
み

を
探
り
ま
し
た
。

◆
「
ア
ン
ド
レ
の
翼
」
朗
読
公
演

　

10
月
30
日
、
軽
井
沢
朗
読
館
主
催

の
「
ア
ン
ド
レ
の
翼
」
朗
読
公
演

が
は
ん
ぎ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
公
演
は
、
ボ
ー
ク
ー
ル

市
出
身
の
冒
険
飛
行
家
ア
ン
ド
レ
・

ジ
ャ
ピ
ー
氏
が
昭
和
11
年
パ
リ
―
東

京
間
懸
賞
飛
行
の
途
中
に
脊
振
山
で

墜
落
し
た
際
、
脊
振
村
民
が
重
傷
を

負
っ
た
ジ
ャ
ピ
ー
氏
を
懸
命
に
救
出

し
た
出
来
事
を
題
材
と
し
て
お
り
、

脊
振
中
学
校
の
生
徒
に
よ
る
「
ジ
ャ

ピ
ー
救
出
劇
」も
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

の
著
者
、権
藤
千
秋
氏
も
参
加
さ
れ
、

公
演
に
深
く
感
動
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
脊
振
中
学
校
の
生
徒
さ
ん

に
は
、
ボ
ー
ク
ー
ル
市
側
か
ら
、
同

市
の
主
要
産
業
で
あ
る
製
造
業
に
ち

な
ん
で
、
時
計
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
が

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

ボ
ー
ク
ー
ル
市
と
の
姉
妹
都
市
の

関
係
は
、
こ
の
出
来
事
が
き
っ
か
け

と
な
っ
て
お
り
、当
日
は
、ボ
ー
ク
ー

ル
市
訪
日
団
、ア
ン
ド
レ
・
ジ
ャ
ピ
ー

氏
の
親
族
に
あ
た
る
ニ
コ
ラ
・
ジ
ャ

ピ
ー
氏
と
そ
の
ご
家
族
や
こ
の
出
来

事
を
描
い
た
本
「
飛
べ
！
赤
い
翼
」

◆
姉
妹
都
市
交
流
事
業

　

ボ
ー
ク
ー
ル
市
訪
日
団
は
11
月
４

日
ま
で
滞
在
し
、
そ
の
間
、
姉
妹
都

市
交
流
事
業
と
し
て
、
脊
振
小
学
校

視
察
、ジ
ャ
ピ
ー
機
遭
難
の
地
訪
問
、

民
間
交
流
や
行
政
視
察
な
ど
様
々
な

分
野
で
交
流
や
認
識
を
深
め
ら
れ
ま

し
た
。

○
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

　

10
月
31
日
、
昼
食
を
兼
ね
て
歓
迎

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
、
神
埼

○
脊
振
小
学
校
視
察
、「
ジ
ャ
ピ
ー

機
遭
難
の
地
」
訪
問

　

脊
振
小
学
校
４
年
生
ク
ラ
ス
の
授

業
を
視
察
さ
れ
、
ボ
ー
ク
ー
ル
市
の

子
ど
も
た
ち
が
制
作
し
た
絵
と
脊
振

小
学
校
の
児
童
た
ち
が
描
い
た
絵
が

交
換
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
脊
振
山
の
９
合
目
に
あ
る

○
民
間
交
流

　

11
月
３
日
、
習
遊
館
（
旧
久
保
山

分
校
）
で
市
民
の
方
々
と
「
教
育
と

未
来
を
語
る
会
」
と
題
し
て
意
見
交

換
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲セドリック・ペラン市長（写真右）

▲ジャピー救出劇

▲記念品贈呈▲脊振小学校４年生のクラス

▲習遊館での民間交流 ▲ジャピー機遭難の地

▲ニコラ・ジャピー氏（写真一番右）とそのご家族

市
か
ら
ボ
ー
ク
ー
ル
市
と
ニ
コ
ラ
・

ジ
ャ
ピ
ー
家
に
記
念
品
の
贈
呈
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

「
ジ
ャ
ピ
ー
機
遭
難
の
地
」を
訪
れ
て
、

当
時
に
思
い
を
は
せ
ら
れ
ま
し
た
。
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有
料
広
告

有
料
広
告

韓
国
霊
岩
郡
か
ら
神
埼
市
を
表
敬
訪
問

鰐
（
王
仁
）
神
社
を
視
察
し

　
　
　
　

今
後
の
交
流
を
約
束

王
仁
博
士
と
は
…
？

◎
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課　

商
工
観
光
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
７

　

11
月
４
日
、
韓
国
霊れ

い

岩が
ん

郡ぐ
ん

か
ら
田チ

ョ
ン

東ド
ン

平ピ
ョ
ン

郡
守
を
始
め
と
す
る
訪
問
団

25
人
が
神
埼
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

霊
岩
郡
訪
問
団
は
、
吉
野
ヶ
里
歴

史
公
園
を
見
学
し
た
後
、
霊
岩
郡
の

港
か
ら
日
本
に
渡
来
し
漢
字
や
儒
教

を
伝
え
た
王
仁
博
士
を
祀
っ
た
と
さ

れ
る
王
仁
天
満
宮
が
安
置
さ
れ
た
神

埼
町
竹
原
地
区
の
鰐
（
王
仁
）
神
社

を
訪
問
。
地
元
の
方
々
が
歓
迎
す
る

中
、
田
郡
守
は
市
長
か
ら
神
社
の
歴

史
や
王
仁
博
士
顕
彰
公
園
の
整
備
計

画
の
説
明
を
受
け
、
熱
心
に
耳
を
傾

け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

市
役
所
で
の
歓
迎
式
の
後
に
行
わ

れ
た
歓
迎
晩
餐
会
で
は
、
通
訳
を
介

し
て
両
国
の
文
化
や
王
仁
博
士
に
つ

い
て
の
話
題
な
ど
で
大
い
に
盛
り
上

が
り
、
今
後
も
交
流
を
深
め
る
こ
と

を
約
束
し
ま
し
た
。

　

霊
岩
郡
と
の
交
流
は
平
成
４
年
か

ら
始
ま
り
、
神
埼
市
か
ら
も
毎
年

訪
問
団
を
募
集
し
て
市
民
ツ
ア
ー
を

行
っ
て
い
ま
す
。
次
回
の
霊
岩
郡
へ

の
訪
問
は
平
成
27
年
４
月
に
予
定
し

て
お
り
、
訪
問
団
の
募
集
は
市
報
２

月
号
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

▲出迎えた竹原地区の子どもたちと記念撮影

▲鰐（王仁）神社の石碑を見学する霊岩郡訪問団

▲市長からの説明を受ける田郡守（右から2人目）

▲今後の交流について懇談
　

王
仁
博
士
（
生
没
年
等
不
詳
）
は
、

古
事
記
、
日
本
書
紀
等
に
よ
れ
ば
、

応
神
16
年
に
応
神
天
皇
の
招
聘
に
よ

り
来
日
し
、
論
語
10
巻
と
千
字
文
１

巻
を
献
上
し
た
と
記
述
さ
れ
て
い
ま

す
。
日
本
に
初
め
て
漢
字
と
儒
教
を

伝
え
た
人
物
で
あ
る
と
さ
れ
、『
古

事
記
』
で
は
「
和わ

邇に

吉き

師し

」、『
日
本

書
紀
』
で
は
「
王
仁
」
と
表
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

王
仁
博
士
が
日
本
の
ど
こ
に
上
陸

し
た
の
か
は
記
録
も
な
く
不
明
で
す

が
、
吉
野
ヶ
里
の
渡
来
人
と
同
じ
く

有
明
海
か
ら
上
陸
し
た
と
す
れ
ば
、

神
埼
の
地
に
上
陸
し
た
と
思
わ
れ
、

ロ
マ
ン
に
満
ち
た
夢
は
大
き
く
膨
ら

ん
で
い
き
ま
す
。
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各課からのお知らせ

神埼市体育協会だより

市の代表として堂々と！　第67回県民体育大会

豆力士たちの真剣勝負　第９回神埼市次郎の里少年相撲大会

第21回吉野ヶ里ロードレース in 神埼市　参加者募集

　10月25日、26日、武雄市他２市４町で第67回県民体育大会（佐賀県・佐賀県教育委員会等主催）が行われました。
　神埼市を代表して、17競技30種別に約360人が参加。日々の練習の成果を出そうと懸命にプレーし、白熱した
試合が展開されました。なお、今年の総合順位（市の部）は７位でした。

▼各種目の競技結果（敬称略）
○優　勝　剣道一般男子Ａ、ゲートボールＢ（神埼町）
○準優勝　剣道一般女子、ゲートボールＡ（脊振町）
○３　位　バスケットボール一般男子、バスケットボール一般女子、
　　　　　ソフトテニス一般男子、ソフトボール一般男子Ａ、ソフト
　　　　　ボール一般女子、バトミントン一般男子、バレーボール一
　　　　　般女子、相撲一般男子、空手道一般男子
▼個人入賞者（敬称略）
○優　勝　松永正則（水泳競技、60歳以上　25ｍ自由形大会新、
　　　　　　　　　　　　　　　60歳以上　25ｍバタフライ大会新）　
　　　　　舟木孝介（水泳競技、30 ～ 39歳　25ｍバタフライ）
　　　　　古賀香織（水泳競技、50 ～ 59歳　25ｍ背泳ぎ）
　　　　　佐伯祐子（水泳競技、30 ～ 39歳　25ｍ平泳ぎ大会新）
　　　　　重松宏樹（陸上競技、30 ～ 39歳　100ｍ）
　　　　　田中孝弘（ゴルフ競技、59歳以下の部）
○３　位　舟木孝介（水泳競技、30 ～ 39歳　25ｍ背泳ぎ）
　　　　　佐伯祐子（水泳競技、30 ～ 39歳　25ｍバタフライ）

　11月２日、次郎体育館で第９回神埼市次郎の里少年相撲大会が開催され、幼児から小学生40人が参加しました。
　豆力士たちの真剣勝負に会場も盛り上がり、応援に駆けつけた保護者などからは熱い声援が送られました。

【大会結果（優勝者）】（敬称略）
○幼児の部　松尾銀治（大立寺幼稚園）
○小学１年生の部　橋本理央（千代田東部小）
○小学２年生の部　平井萌南（千代田西部小）
○小学３年生の部　牛島優翔（神埼クラブ）
○小学４年生の部　平井隼生（千代田西部小）
○小学５年生の部　古葉雅之典（千代田西部小）

○とき　平成27年１月25日（日）
　　　　受付　午前８時30分～
　　　　開会式　午前９時30分～
○ところ　吉野ヶ里歴史公園内および周辺
○種目　
・２kmふれあいジョギングコース（小学生以上）
・４kmコース（小学生以上）
・10kmコース（高校生以上）
○申込締切　12月８日（月）
　　　　　　※当日消印有効

○参加料（１人あたり）
　小・中学生　500円
　高校生　　1,000円
　大人　　　2,000円

※申込方法については、市報11月号Ｐ32をご覧ください

◎申込・問い合わせ　神埼市体育協会　☎52-3750

▲剣道一般男子Ａ、剣道一般女子

▲ゲートボールＢ（神埼町）

▲特別招待選手
　東洋大学陸上競技部

○小学６年生の部　安元鈴駆（神埼クラブ）
○団体戦　千代田中部小学校
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男・倶楽部　第３回講座「男の魚のさばき方」
　10月16日に公民館講座「男・倶楽部」の第３回講座「男の魚のさばき方」
を栄養士の田中恵美子さんを講師に迎え開催しました。
　旬に出回る魚を料理しようということで、講師の田中先生が当日魚を選
んでこられ、蓋を開けると「サンマ、カマス、アジ、サバ、イワシ」新鮮
な魚がたくさん現れ、メニューが黒板に書き出されると参加者からは出来
るのか心配そうな声が聞こえてきました。
　まずは先生のさばき方をしっかり見てから、次はいよいよ参加者の皆さ
んの順番です。グループでの作業で、手慣れた人や初めての人が混在する

中、協力しながら魚をさばいていきました。
　時間はかかりましたが、刺身やサバの味噌煮、そして一夜干しまでな
んと全部で８種類の料理が出来上がりました。料理は持参した皿や保存
容器にきれいに盛りつけ、各家庭へ持ち帰って味わっていただきました。
きっと家族に自慢されたのではないでしょうか。
　参加者からは「女性の大変さがわかった」「楽しかった」などの感想
がありましたが、今度からは「魚をさばくときは俺にまかせろ!!」と言
えるとかっこいいですね。

平成27年　成人式のお知らせ
○と　き　平成27年１月11日（日）
　　　　　午後１時30分から
　　　　　※受付は午後12時30分から
○ところ　千代田文化会館「はんぎーホール」
○対象者　平成６年４月２日から平成７年４月
１日に生まれた方
※現在、神埼市外にお住まいの方でも、中学校卒

業時に神埼市内にお住まいだった方には、転出
先の住所に案内状を送付します。 ◎申込・問い合わせ　社会教育課　社会教育係　☎44-2731

成人式実行委員募集
　平成27年成人式の実行委員として、企画・運営に協力
していただける新成人の方を募集します。

２年連続!! 学校給食甲子園で受賞
　地元の食材を使った献立で美しさや栄養価を競う「第９回全国学校給食甲子園」で、神埼市学校給食共同調理場
が佐賀県代表として選出され、さらに九州・沖縄ブロックで『特選』となりました。
　本大会は、食育の啓発と地産地消の奨励を目的として開催されており、今年も全国の学校・施設から2,000を超
える応募があっています。
　昨年の「入選」に続き、２年連続での受賞となりました。
　今後も、地元の安全な食材を使用して、おいしくて安全な学校給食を提供できるよう、職員一同努力してまいり
ます。

◆献立メニュー◆
・脊振の高菜ごはん
・豆豆松風焼き
・パリッとそうめんのりサラダ
・たまねぎのみそ汁
・いちご
・牛乳

◎問い合わせ
　学校給食共同調理場
　☎51-4008
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◆地元産の特産品や新鮮野菜などを販売しています　～納入会員募集中！～
物産館情報

吉野ヶ里　遊・学・館　～ 12月の「野菜の日」～

◆８日（月）9：00 ～
　  「葛湯」のおふるまい（先着50人）
◆18日（木）9：00 ～
　「お楽しみ抽選会」（先着60人）
　抽選で採れたて新鮮野菜などをプレゼント
○手作りお惣菜販売中！
詳しくはお問い合わせください。　
○毎月第１土曜日開催の「櫛田の市」に出店販売しています。
※年末の営業は30日午前中まで。

お正月用品
販売します!!

物産所名 営業時間 問い合わせ先

吉野ヶ里
遊・学・館

９：00 ～ 17：00
（定休日：毎週水曜日）

吉野ヶ里　遊・学・館
（神埼駅北口）☎53-8587

高取山公園
わんぱく館

９：00 ～ 17：00
（休園日：第2・4水曜日）

高取山公園　わんぱく館
☎51-9020

菱の里ちよだ
９：00 ～ 16：00

（営業日：木・金・土曜日）

菱の里ちよだ　☎44-6092
千代田支所　農政水産課分室
☎44-2198

高取山公園「わんぱく館」

水車の里遊学館ギャラリー
とき・ところ 内　　　　　容 材料費・準備品 主　　　催

12月10日（水）
13：30 ～ 15：00

楽しい絵手紙　体験してみませんか？
初めての方、お気軽にどうぞ♪

200円
（ハガキ代ほか）

絵手紙サークル　根っこの会
　原　寿巳子　山口　政子

◎申込・問い合わせ　水車の里遊学館　☎53-8884　建設課　都市計画係　☎37-0103

２階ギャラリーで作品展を開催しませんか？
個人、団体、どなたでも！！

※希望される方は、使用日の10日前までに
申込書を提出してください。

◆開館時間　９：30 ～ 16：00
◆休館日　　毎週火曜日

夜の市長室 どんなことでも構いません。皆さまの声をお聞かせください！

　11月の千代田支所開催分には、２組２人が来庁されました。

◎問い合わせ
　神埼市役所　市長公室　☎37-0088

　○今後の予定

と　き と こ ろ
12月２日（火） 18：00 ～　　

　20：00
脊振支所

 １月６日（火） 神埼市役所
　18：00～20：00（１組30分程度）

※当日は、来庁順で受け付けを行い
ます。

※お住まいの地区に関係なくお越し
いただけます。

　ミニ門松作り体験イベントを下記

のとおり行います。

○とき　12月23日（火・祝）

　　　　10:00 ～ 12:00

○料金　縦型　　  1,500円

　　　　横型　　　2,000円

　　　　横型（大）2,500円

※作業のしやすい服装、軍手をご用

　意下さい。

◎申込受付

　高取山公園　☎51-9020

◎受付時間

　９：00 ～ 16：00

　12月８日(月）より予約開始

「ミニ門松作り体験イベント」
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日 催　　物 開演 入場料 主　　催

12月11日 木 いきいき大学 10：00 会員
年会費1,000円

社会教育課　社会教育係
☎53-2325

12月13日 土 タップダンスエンターテイメントショ― 18：30 会員制入会費300円 
月会費1,200円 佐賀子ども劇場　☎23-6797

12月14日 日 ピアノ発表会　『クレシェーレの会』 13：30 無料 クレシェーレの会
江頭☎53-5037

12月20日 土 PIARAピアノグレード
PIARAピアノコンクール佐賀地区予選 9：30 市民・会員無料

ピアラ九州山口事務局
☎31-2273

12月21日 日 PIARAピアノコンクール佐賀地区予選 9：30 市民・会員無料

※催物の内容については、主催者にお問い合わせください。
◎問い合わせ　千代田文化会館「はんぎーホール」　☎44-2051　（休館日：月曜日）

千代田文化会館「はんぎーホール」行事予定表

と  き ところ テーマ 講　師

12月11日（木） 千代田文化会館
はんぎーホール 温泉とお酒の楽しみ方 佐賀市社会福祉協議会富士支所長

　平尾　茂さん　

〈受付〉９：30～　〈講義〉10：00～11：30
※マイクロバスは脊振支所前を午前９時、農協会館前を午前９時３０分に出発します。ご利用の方は遅れないように

ご集合ください。

いきいき大学いきいき大学 60歳からの学びの舎60歳からの学びの舎

いきいき大学はいつでも入学できます。
脊振公民館、神埼市中央公民館仮事務所（旧土木事務所１階）、千代田支所社会教育課で、教材費を添えてお申し
込みください（平日17時15分まで）。講座日の受付でも手続きできます。　【教材費】年間 1,000円
◎問い合わせ　社会教育課　社会教育係　☎53-2325

プロ野球教室が開催されます！
　佐賀県出身プロ野球県人会（福地寿樹会長＝東京ヤクルトコーチ、47人）が、12月14日（日）、神埼市で「第
30回少年野球教室」を開催されます。当日の観覧は自由です。

○期　日　12月14日（日）
　　　　　午前８時30分～午後１時
○会　場　神埼中央公園グラウンド
　　　　　※小雨決行、荒天の場合は次郎体育館
○内　容　
　打撃、ポジション別の守備指導、審判員の基本動作などの講習、
　現役選手サイン会、選手の愛用品などが当たるお楽しみ抽選会
○交流戦　県人会　対　「第16回ドリーム旗」中学選抜チーム

◎問い合わせ　佐賀県出身プロ野球県人会事務局（佐賀新聞社事業部内）
　　　　　　　☎28-2151（平日午前９時30分～午後５時30分）
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　「家読（うちどく）」は、家族で読書の習慣を共有することです。
家族みんなで好きな本を読んで、読んだ本について話してみませ
んか。これが「家読（うちどく）」です。
　神埼市立図書館には、うちどくオススメの本がありますよ。

みんなで家読（うちどく）はじめよう!!

図書館名 開館時間 休館日 問い合わせ先

神埼市立図書館（仮設）
（旧神埼土木事務所１階）

9：00 ～
18：00

火曜日・祝日　
12月29日(月)～１月３日(土)

神埼市立図書館
神埼市中央公民館
☎53-2325

神埼市立図書館千代田分館
（千代田支所１階）

祝日・土・日曜日　
12月29日(月) ～１月４日(日)

社会教育課　社会教育係
☎44-2731

神埼市立図書館脊振分館
（脊振2000年館１階）

祝日・日曜日　
12月29日(月) ～１月４日(日) 脊振分館　☎59-2048

※図書館のホームページ　http://library.kanzaki.ed.jp

「セスキ＆石けんで
　　　　スッキリ快適生活」
 赤星　たみこ　青春出版社

「超カンタンけん玉教室」 
 日本けん玉協会/監修

金の星社

　汚れ落としは科学です。正しい使
い方で年末の大掃除に役立ててくだ
さい。

　子どもから大人まで人気のけ
ん玉の解説書です。挑戦してみ
ませんか。

12月のおすすめの本 

～2014　読書週間行事　文学散歩～ ●クリスマスおはなし会●
出演　マザーグース
○とき
　12月20日（土）
　午後２時～
○ところ
　神埼中央公園体育館和室
　お楽しみプレゼントもありま

す♪
◎問い合わせ
　神埼市立図書館　☎53-2325

★新しいＤＶＤ入りました★

　10月25日に「文学散歩」で「吉
田絃二郎」ゆかりの地と「おもやい
どがしこでん」に登場する仁比山神
社や白角折神社、水車の里を巡りま
した。
　最後は“もみじの湯”の足湯で疲
れを癒やし、神埼の「よかとこ」を
再発見する小さな旅になりました。

― このほかにもあります。ご利用ください。―
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神埼市子育て支援センターだより 申込締切日は開催日の3日前まで。（電話申込可）
予約多数の場合、お断りする場合があります。

＊ひだまりの会＊（対象：生後6 ヶ月からの未就園児） ＊12月のママサロン＊
と　　き 対象年齢 内　　　容 ところ

12月

4日（木） 0,1歳児 元気モリモリ

千代田町保健センター

10日（水） 2歳以上児 リズム遊び
18日（木） 全年齢児 クリスマス飾りを作ろう
25日（木） 全年齢児 クリスマス会

１月
8日（木） 全年齢児 お正月遊び

15日（木） 2歳以上児 おもちゃ作り

と　き ところ
2日（火）

千代田町保健センター
12日（金）
16日（火）
22日（月）

　子育て支援センタ－では、子育て支援、遊びの場の提供、育児相談などに取り組んでいます。子育てについ
て迷ったり悩んだりは誰にでもあります。電話や窓口などで受け付けています。どなたでも気軽にご相談お問
い合わせください。　　　　　　　　　　　　　　　　　○とき　月～金曜（祝日を除く）　9：00 ～ 16：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎44-4908（神埼市子育て支援センター）

12日（金）…西九州大学非常
勤講師で臨床心理士の吉村春生
先生をお招きして、子どもとの
やりとりの中でこんな時どうす
る？こういう事をどう観る？な
どちょっとした日常場面で迷っ
たり、悩んだりすることを気軽
にお話ししませんか？詳細は電
話でお尋ねください。

※いずれの企画も10：00～11：30で開催。

※ひだまりの会の詳しい内容は市のホームページでご覧になれます。

４日（木）…0，1歳児用のおや
つをみんなで力を合わせて作っ
て食べましょう。16組限定。メ
ニューや持ってくる物等詳しく
は、予約時にお尋ねください。

18日（木）…おう
ちに飾るクリスマ
スの飾りを作りま
しょう。

日　時（曜） 内　　　容 場　所
12月４日（木）
12月17日（水）
10：30 ～ 14：30

ほっとサロン
友だちと待ち合わせたり、実家に立ち寄る感じで、お一人で
もお気軽にどうぞ！

神埼町保健センター
１階和室

12月14日（日）
10：00 ～ 11：30

吉村春生先生を囲んで座談会
「学校を休みがち」「うちの子ちょっと心配」など話してみま
せんか。秘密は守られます。

千代田町保健センター
１階和室

※どの会も参加は自由です。皆さんの参加をお待ちしています。
　　詳細は、「おむすび12月号」（脊振公民館、神埼市役所、千代田支所、保健センターなどに設置）をご覧ください。

家庭と学校と地域をギュッと結ぶ　“おむすびチーム”からのお知らせ

◎問い合わせ　神埼市教育委員会　おむすびチーム　☎44-2731　

☆学校へのボランティア活動のご紹介☆

☆「英語であそぼう！ハロウィーン♪」を開催しました（10月28日）☆

　地域で子どもの育ちを見守る活動の輪が少しずつ広がっています。
　草刈りや家庭科の補助など、年に１回でもご協力いただけませんか。

会場はハロウィーンの雰囲気がいっぱい。
子どももお母さんも英語の絵本やダンス、
ゲームを楽しみ、たくさんの笑顔が見ら
れました。

▲エプロン作り、ミシン補助 ▲脊振登山見守り

▲中学生と幼児のふれあい体験学習

25日（木）…楽しいクリスマス
会にしましょう！サンタのおじ
さんが来てくれるといいなあ～☆
　　時間厳守でお集まり
　　下さい。
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健 康

◎問い合わせ　健康増進課　健康増進係　☎51-1234

　９月から、住民総合健診と同様の検査項目を受診することができる「毎日健診」を実施しています。
ただし、事前予約が必要となりますのでご注意ください！
✿実施期間：平成27年２月27日（金）まで　※平日のみ
✿実施場所：佐賀県医師会成人病予防センター（佐賀市新中町２番15号）
✿予 約 先：同上　☎31-8835　
　　　　　　※受付時間　8：30 ～ 17：30（日・祝日・年末年始を除く）

✿「毎日健診」で受診できる検査項目：

★「毎日健診」を利用してみませんか？

健康への足掛かり　「毎日健診」
～住民総合健診を受診できなかった方へ～

　「毎日健診」の特徴は、実施場所が市外（佐賀市）ではありますが、住民総合健診や乳がん・子宮頸がん
検診の検査項目を、同じ日に住民総合健診等と同じ料金で受けることができるというものです。住民総合
健診を受診できなかった方、この機会に「毎日健診」を利用してみませんか。

受診までの流れ

利用者の声

①電話予約：佐賀県医師会成人病予防センターに受診日の電話予約を行う。
②事前に料金支払い・問診：神埼町保健センターで、受診日の１週間前まで

に負担金を支払い、問診を受ける。
※お持ちの受診票があれば、記載してご持参ください。
③受診：受診当日、受診票と領収書を持って、佐賀県医師会成人病予防セン

ターで毎日健診を受ける。

受けたい健診を一度に
（同じ日に）まとめて
受診できて便利！

健診項目 負担金 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60 ～ 64歳 65 ～ 74歳 75歳以上
若年健診 400円 ○ ○

神埼市生保健康診査 無料 ○※1 ○※1 ○※1 ○※1 ○※1

神埼市国保特定健診 1,000円 ○※2 ○※2 ○※2 ○※2

後期高齢者健診 無料 ○※3 ○
肺がん・結核検診 500円 ○ ○ ○ ○※4 ○※4

喀痰検査 500円 ○※5 ○※5 ○※5 ○※5

胃がん検診 500円 ○ ○ ○ ○ ○※6

大腸がん検診 500円 ○※7 ○※7 ○※7 ○※7 ○※7

前立腺がん検診 500円 男性 男性 男性 男性
乳がん検診 1,500円※8 女性※8 女性※8 女性※8 女性※8 女性※8

子宮頸がん検診 500円 女性 女性 女性 女性 女性 女性 女性
肝炎ウイルス検査 無料 ○※9 ○※9 ○※9 ○※9 ○※9 ○※9 ○※9

※1　生活保護世帯に属する方
※2　神埼市国民健康保険にご加入の方
※3　一定の障がい等により後期高齢者医療保険にご加入の方
※4　65歳以上の方には、肺がん検診に結核検診を無料で追加します。
※5　50歳以上で問診等により必要と判断された方は、肺がん検診に喀痰検査を追加できます。
※6　75歳以上の方は、検診当日に承諾書が必要となります。
※7　大腸がん検診のみを受診希望の場合は、予約不要ですので、直接神埼町保健センターにお越しください。
※8　今年度だけでなく昨年度も未受診の方が対象です。50歳以上の方は、負担金が1,000円となります。
※9　今までに一度も、神埼市住民総合健診で肝炎ウイルス検査を受けたことがない方
✿負担金について
・市民税非課税世帯に属する方は、神埼市国保特定健診を除く、負担金が無料になります。
　料金支払い時に、印鑑をお持ちください。
・生活保護世帯に該当される方は、負担金が無料となります。料金支払い時に証明書を提示してください。
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こども健康カレンダー（12月１日～１月15日）

日 曜 祝 日 在 宅 当 番 医

と　き 事業名 受付時間 ところ 対象者

12月

1日（月） あかちゃん広場 13：15～13：30 神埼町保健センター 1歳未満の乳児
5日（金） すこやか子育て相談室（要予約） 13：30～16：30 千代田町保健センター 0歳～就学前までの乳幼児
8日（月） 乳幼児相談  9：30～11：00 神埼町保健センター 0歳～就学前までの乳幼児
9日（火） リトルわんぱくＫＩＤ’Ｓ  9：30～10：00 脊振公民館 0歳～就学前までの乳幼児

16日（火） ことばの相談(要予約) 13：30～16：30 神埼町保健センター 1歳～就学前までの幼児
17日（水） 1歳6か月児健診（千代田地区） 13：00～13：30

千代田町保健センター
平成25年4月～ 5月生

フッ化物塗布（要予約） 12：40～13：00 1歳6か月児健診後～ 4歳未満
19日（金） 3歳児健診（神埼・脊振地区） 13：00～13：30

神埼町保健センター
平成23年3月～ 4月生

24日（水） 3～4か月児健診（神埼・脊振地区） 13：00～13：30 平成26年8月～ 9月生
1月 13日（火） あかちゃん広場 13：15～13：30 1歳未満の乳児

※診療時間　午前９時から午後５時まで
月　日 　実　施　医　療　機　関　 　実　施　医　療　機　関　

12月７日

（日）

最所医院
吉野ヶ里町吉田826－3
☎52－2452（内・胃・呼）

福嶋内科医院
千代田町境原2496－3
☎44－2141（内・小）

12月14日

（日）

おおつぼ内科医院
神埼町本堀2504－1
☎52-1525（内）　

橋本病院
神埼町本告牟田3005
☎52－2022（外・内・胃・整外）

12月21日

（日）

西谷クリニック
吉野ヶ里町大曲1507－1
☎52－3139（内・形外・皮）

しらいし内科
神埼町城原1256－1
☎52-3848（内・循）

12月23日

（火・祝）

目達原整形外科
吉野ヶ里町吉田2900
☎52－3717（整外）

南医院
千代田町直鳥808－1
☎44－2777（外・胃・整外）

12月28日

（日）

なかしま整形外科クリニック
神埼町本堀2934－25
☎51－1430（整外）

久和会　和田医院
神埼町神埼293
☎52－2021（内・小・胃）

12月29日

（月）

小森医院
吉野ヶ里町豆田1254－2
☎52－1136（小・内）

古賀内科
千代田町境原282－2
☎44－2311（内・小・胃）

12月30日

（火）

たけうち小児科医院
神埼町本堀2707-2
☎52－2524（小）

和田医院
千代田町嘉納1319－18
☎44－2046（内・小）

12月31日

（水）

中尾胃腸科医院
神埼町田道ヶ里2284-1
☎52－3295（外・整外・胃・内）

福嶋内科医院
千代田町境原2496－3
☎44－2141（内・小）

１月１日

（木・祝）

橋本病院
神埼町本告牟田3005
☎52－2022（外・内・胃・整外）

１月２日

（金）

神埼病院
神埼町田道ヶ里2216－１
☎52－3145（外・整外・胃）

１月３日

（土）

山田こどもクリニック
神埼町田道ヶ里2394 ー 1
☎55－6566（小）

神埼クリニック
神埼町田道ヶ里2396
☎53－1818（内・胃・呼）

１月４日

（日）

最所医院
吉野ヶ里町吉田826－3
☎52－2452（内・胃・呼）

久和会　和田医院
神埼町神埼293
☎52－2021（内・小・胃）

１月11日

（日）

神埼病院
神埼町田道ヶ里2216－１
☎52－3145（外・整外・胃）

栗並医院
神埼町枝ヶ里76－1
☎52－2977（内）

日曜日の歯科診療
　（神埼地区歯科医師会も輪番制で担当しています）
　＜場所＞　佐賀市保健福祉会館（ほほえみ館内）
　＜診療時間＞　９：３０～１６：００
◎問い合わせ　　佐賀市休日歯科診療所　☎36－9164

◎問い合わせ　健康増進課　母子保健係
　　　　　　　（神埼町保健センター）　　☎51-1234
　　　　　　　（千代田町保健センター）　☎44-2021

☆フッ化物塗布のご予約は、千代田町保健
　センターまでお願いします。

神埼市神埼町志波屋3627
TEL 0952-53-1747
携帯 090-8836-5630

相談は、無料です。

行政書士

相続手続
土地や建物が亡くなった人の

名義になっている

遺言書
死んだら、家や土地の名義は
どうなるのだろう？

その他

（日本行政書士会登録番号 05410974）

建設業許可・産業廃棄物・
内容証明・車庫証明 等

ホームページ ゆずりは 神埼 検索 行政書士には守秘義務があります。お気軽にご連絡ください

有
料
広
告

平成27年
神埼市年詞交歓会のご案内

　神埼市では、新年を祝うため、団体や個人が一堂

に会する年詞交歓会を開催します。皆さまお誘いあ

わせの上、ご参加ください。

○と　き　平成27年１月５日（月）　11：30 ～

○ところ　ＪＡさが神埼地区中央支所

　　　　　　　千歳の間（３階）

○参加費　1,000円（１人あたり）

○申込締切日　12月12日（金）

◎申込・問い合わせ

　神埼市年詞交歓会実行委員会事務局

　（神埼市役所　市長公室）　☎37-0088
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● 

募　

集 

●

～
市
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

有
料
広
告
募
集
中
～ 

詳
し
く
は
、
神
埼
市
役
所　

市
長
公
室
（
☎
３
７
‐
０
０
８
８
）
ま
で

放
送
大
学
４
月
入
学
生

職

業

訓

練

受

講

生

野
菜
・
花
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

神
埼
市
企
業
連
絡
協
議
会
会
員

有
料
広
告

有
料
広
告

　

畑
を
お
持
ち
で
な
い
方
で
野
菜
・

花
づ
く
り
な
ど
を
楽
し
み
た
い
と
い

う
農
園
利
用
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
場
所　

　

直
鳥
ク
リ
ー
ク
公
園
内

　
「
菱
の
里
ふ
れ
あ
い
農
園
」

○
区
画
面
積　

１
区
画
10
坪
程
度

○
募
集
区
画

　

３
区
画
（
10
月
30
日
現
在
）

○
利
用
料
金

　

１
区
画　

年
額
６
，０
０
０
円

※
年
度
途
中
か
ら
の
利
用
料
金

　

月
割
計
算
（
一
ヶ
月
５
０
０
円
）

※
受
付
順
と
し
ま
す
。

申

・
問

神
埼
市
役
所
千
代
田
支
所

　

農
政
水
産
課
分
室

　

☎
４
４
‐
２
１
９
８

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
授
業
を
行
う

通
信
制
の
大
学
で
す
。
働
き
な
が
ら

学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び

を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的

で
、
幅
広
い
世
代
の
方
が
学
ん
で
い

ま
す
。

　

た
だ
い
ま
平
成
27
年
４
月
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
資
料

を
無
料
で
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
募
集
学
生
の
種
類

―
教
養
学
部
―

・
科
目
履
修
生
（
６
ヶ
月
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

・
選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

・
全
科
履
修
生
（
４
年
以
上
在
学
し
、

卒
業
を
目
指
す
）

―
大
学
院
―

・
修
士
科
目
生
（
６
ヶ
月
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

・
修
士
選
科
生
（
１
年
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

○
出
願
期
間

　

平
成
26
年
12
月
１
日
～

　
　
　

平
成
27
年
３
月
20
日

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
出
願
も
受

け
付
け
て
お
り
ま
す

申

・
問

〒
８
４
０
‐
０
８
１
５

　

放
送
大
学
佐
賀
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
２
‐
３
３
０
８

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
http://w

w
w
.ouj.ac.jp

○
募
集
コ
ー
ス
お
よ
び
定
員

　

電
気
制
御
技
術
科

　
（
デ
ュ
ア
ル
訓
練
）�

15
人

○
応
募
資
格

　

新
た
な
職
業
に
就
こ
う
と
す
る
求

職
者
で
、
受
講
意
欲
が
あ
り
公
共

職
業
安
定
所
長
か
ら
受
講
指
示
ま

た
は
受
講
推
薦
等
を
受
け
た
方
。

○
受
講
料　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
等
一
部
個
人
負
担
が

あ
り
ま
す
。

○
訓
練
期
間

　

平
成
27
年
３
月
６
日
（
金
）
～

　
　
　

８
月
21
日
（
金
）【
６
ヶ
月
】

○
応
募
期
間　

　

平
成
26
年
12
月
22
日
（
月
）
～

　
　
　

平
成
27
年
２
月
３
日
（
火
）

○
筆
記
試
験
・
面
接
日

　

平
成
27
年
２
月
10
日
（
火
）

○
応
募
方
法

　

最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
で
ご

相
談
の
上
、
応
募
書
類
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

問

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀

　

☎
２
６
‐
９
５
１
６

　

神
埼
市
企
業
連
絡
協
議
会
は
、
市

内
企
業
間
の
異
業
種
交
流
や
優
れ
た

製
品
・
技
術
の
P
R
、
販
路
拡
張
を

図
る
た
め
発
足
し
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、企
業
情
報
交
換
会
、

視
察
研
修
、
各
種
講
演
会
な
ど
を
通

じ
て
、
企
業
相
互
の
交
流
や
企
業
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
会
員
企
業
の
発

展
と
地
域
産
業
の
活
性
化
を
目
指
し

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

入
会
に
つ
い
て
は
、
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
応
募
資
格

　

神
埼
市
内
に
事
業
所
を
置
く
企
業

お
よ
び
事
業
所

申
・
問

神
埼
市
役
所
商
工
観
光
課　

（
神
埼
市
企
業
連
絡
協
議
会
事
務

局
）
☎
３
７
‐
０
１
０
７
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『
産
後
が
始
ま
っ
た
！
』
著
者　

　
　
　
　
　

渡
辺
大
地
講
演
会

ご
参
加
く
だ
さ
い　
　
　
　

　
　
　

神
埼
市
消
費
者
セ
ミ
ナ
ー

犯
罪
被
害
者
支
援
に
ご
理
解
を

～
支
え
る
手　

寄
り
添
う
心

　
　
　
　
　
　
　

あ
な
た
か
ら
～

神
埼
歩
こ
う
会　

会
員

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

● 

お
知
ら
せ 

●

有
料
広
告

有
料
広
告

　

妊
娠
・
出
産
・
産
後
の
生
活
は
不

安
と
驚
き
の
連
続
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん

の
誕
生
の
感
動
も
ま
も
な
く
。
夫
婦

が
直
面
す
る
24
時
間
育
児
・
家
事
・・・

そ
し
て
産
後
ク
ラ
イ
シ
ス
。

　

家
族
を
中
心
軸
に
す
る
考
え
方
と

は
一
体
・
・
・
？

　

男
性
の
立
場
か
ら
産
後
の
準
備

と
、
よ
り
よ
い
夫
婦
関
係
の
築
き
方

に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

○
と
き　

12
月
23
日
（
火
・
祝
）

　

午
後
２
時
～
４
時

○
場
所

　

伊
万
里
市
民
セ
ン
タ
ー

　

文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー

○
参
加
費　

無
料

　

※
定
員
80
人
（
要
申
込
）

○
対
象　

ど
な
た
で
も

○
申
込
方
法

　

電
話
、
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
、

名
前
、
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

○
演
題

　
『
今
求
め
ら
れ
る
夫
婦
力
！
ガ
チ

で
話
そ
う
、パ
パ
ト
ー
ー
ー
ク
！
』

申
・
問

伊
万
里
市
子
育
て
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
育
ピ
ー
ス

　

☎
０
９
０
‐
７
５
８
０
‐
１
５
９
１

　

メ
ー
ル

　

hugpeace@
gm
ail.com

　

毎
月
１
回
市
内
・
外
で
10
㎞
程
度

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
参
加
希
望
の
方
は
左
記
の
日
程

で
行
わ
れ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
例
会
に

参
加
さ
れ
る
か
お
電
話
く
だ
さ
い
。

○
と
き　

12
月
６
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
集
合

○
集
合
場
所　

神
埼
市
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
　

北
側
駐
車
場

○
行
き
先　

吉
野
ヶ
里
温
泉

※
雨
天
時
は
原
則
中
止
。

※
食
事
会
を
開
催
し
ま
す
。（
食
事

代
が
別
途
必
要
で
す
）

○
年
会
費　

１
，
５
０
０
円

問

江
頭　

☎
５
２
‐
３
８
６
６

～
毎
週
火
曜
日
（
平
日
）
は
、
午
後
７
時
ま
で
窓
口
延
長
（
本
庁
の
み
）
～ 

詳
し
く
は
、
神
埼
市
役
所　

市
民
課
（
☎
３
７
‐
０
１
１
６
）
ま
で

　

平
成
18
年
６
月
に
「
拉
致
問
題
そ

の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
へ
の
対
処
に
関
す
る
法
律
」
が

施
行
さ
れ
、
毎
年
12
月
10
日
か
ら
16

日
ま
で
の
１
週
間
を
「
北
朝
鮮
人
権

侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
と
す
る
こ
と

と
さ
れ
ま
し
た
。

　

拉
致
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
北
朝

鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
は
、

国
際
社
会
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き

課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

解
決
の
た
め
に
は
、
こ
の
問
題
に

つ
い
て
、
関
心
と
認
識
を
深
め
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

問

神
埼
警
察
署　

　

☎
５
２
‐
２
１
１
４

○
と
き　

12
月
５
日
（
金
）

　

午
後
１
時
半
～
午
後
３
時

○
と
こ
ろ

　

神
埼
市
役
所
３
‐
３
会
議
室

○
講
演

　
「
知
っ
て
得
す
る

　
　
　
　

介
護
保
険
の
は
な
し
」

○
講
師　

佐
賀
中
部
広
域
連
合

問

神
埼
市
役
所　

商
工
観
光
課

　

☎
３
７
‐
０
１
０
７

　

警
察
で
は
、
被
害
者
の
方
の
要
望

に
応
え
る
た
め
、
関
係
機
関
・
団
体

や
地
域
の
皆
さ
ま
と
連
携
し
て
、
被

害
者
の
方
が
抱
え
る
問
題
の
解
決
に

努
め
て
い
ま
す
。

○
犯
罪
被
害
者
給
付
制
度

　

通
り
魔
殺
人
等
の
故
意
の
犯
罪
行

為
に
よ
っ
て
亡
く
な
ら
れ
た
被
害
者

の
遺
族
や
、
身
体
に
障
害
が
残
る
こ

と
と
な
っ
た
被
害
者
、
重
い
傷
害
を

受
け
ま
た
は
疾
病
に
か
か
り
長
期
の

入
院
治
療
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
被
害

者
に
対
し
て
、
国
が
犯
罪
被
害
者
等

給
付
金
を
支
給
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。

○
民
間
の
相
談
窓
口
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

被
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
佐
賀

Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）

　

警
察
が
連
携
し
て
い
る
民
間
の
相

談
窓
口
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
被
害

者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
佐
賀
Ｖ
Ｏ
Ｉ

Ｓ
Ｓ
が
あ
り
ま
す
。
佐
賀
Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｓ

Ｓ
は
、
犯
罪
被
害
者
等
早
期
援
助
団

体
と
し
て
佐
賀
県
公
安
委
員
会
の
指

定
を
受
け
、
無
料
で
電
話
・
面
接
相

談
や
裁
判
や
病
院
へ
の
付
き
添
い
等

で
お
悩
み
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問

佐
賀
県
警
察
本
部
犯
罪
被
害
者
支

援
室

　

☎
２
４
‐
１
１
１
１

　

神
埼
警
察
署　

　

☎
５
２
‐
２
１
１
４
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ゆっくり・しっかり・楽しく学びたい初心者の方へ
月額 10,000円（税別・1レッスン2時間、週1回×4）
ひとりひとりに合ったご指導をしますので安心です！
パソコン購入のご相談にも応じます。
パソコンをお持ちでなくても受講できます。

上峰町坊所3231－1－1－201 上峰中から300ｍ 駐車場完備

予約制　まずお電話を！担当：飯田恵子

土・日・祝も営業
（不定休）0952－52－8110

パソコン個別指導　生徒さん募集

ケイアンドジェイぱそこん教室

13歳から81歳までの 
生徒さんが学習中
きめ細やかな指導
落ちこぼれなし！司法書士　すえなが総合事務所

℡0952－52－2079（神埼サピエより南に100ｍ）

一人で悩まず、お気軽にご相談下さい
相続・遺言・不動産登記・商業、法人登記
成年後見・借金問題（相談室あります・秘密厳守）

料金の見積り等も、気軽にお尋ね下さい

司法書士　末永博義・井上智史

営業時間　午前８：00～午後６：00
時間外も、電話予約OK・まずはお電話を

発
達
障
害
者
専
門
相
談
窓
口

登

記

相

談

の

予

約

制

中
小
企
業
向
け　

出
張
金
融
相
談

ア
グ
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ
相
談
会

募集種目 受験資格 受付期間 試験日 試験場

自衛官候補生 18歳以上27歳未満
（学歴不問） 男 随時 鳥栖地域事務所までお問い

合わせください 目達原駐屯地

高等工科学校
（一般） 中卒（見込含）～17歳未満 男

平成27年１月９日（金）まで
１次：平成27年１月24日（土）
２次：平成27年２月７日（土）

１次：佐賀ＪＡ会館・
神埼中央公園体育館
２次：目達原駐屯地

賃貸学生
（技術）

鳥栖地域事務所までお問い
合わせください

男
女 平成27年１月31日(土) 鳥栖地域事務所までお

問い合わせください
防衛大学校

（一般・後期） 高卒（見込含）～21歳未満 男
女

平成27年1月21日（水）
　　　　 ～1月30日(金)

１次：平成27年２月28日（土）
２次：平成27年３月31日（火）

鳥栖地域事務所までお
問い合わせください

◎問い合わせ　自衛隊佐賀地方協力本部　鳥栖地域事務所　☎0942-83-4077
　　　　　　　神埼市役所　市長公室　☎37-0088自衛官募集案内自衛官募集案内自衛官募集案内

● 

相　

談 

●

　

融
資
の
申
し
込
み
に
関
す
る
相
談

は
も
ち
ろ
ん
、
ご
返
済
の
見
直
し
や

経
営
課
題
解
決
の
相
談
を
お
受
け
し

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
※
相
談
無
料

○
と
き　

12
月
15
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
と
こ
ろ　

神
埼
市
商
工
会　

本
所

　
　
　
　
　
（
☎
５
２
‐
７
１
３
１
）

問
佐
賀
信
用
保
証
協
会　

業
務
一
課

　

☎
２
４
‐
４
３
４
２

　

発
達
障
害
児
（
者
）
や
そ
の
ご
家

族
等
の
ご
相
談
を
専
門
相
談
員
が
お

受
け
し
ま
す
。

※
要
予
約

○
と
き　

12
月
22
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
（
原
則
毎
月
第
４
月
曜
日
、
１
回

50
分
）

○
と
こ
ろ　

神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

そ
れ
い
ゆ

　

☎
０
９
０
‐
６
２
９
６
‐
７
５
５
０

　

佐
賀
地
方
法
務
局
登
記
部
門
で

は
、
12
月
26
日
（
金
）
ま
で
登
記
の

申
請
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て
、「
予

約
制
」
を
試
行
し
ま
す
。

　

あ
ら
か
じ
め
電
話
等
で
相
談
の
日

時
や
相
談
内
容
を
ご
連
絡
い
た
だ
け

れ
ば
、
待
ち
時
間
な
く
相
談
を
お
受

け
で
き
ま
す
の
で
、
左
記
へ
事
前
に

ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
商
業
・
法
人
登
記
（
印
鑑

届
・
印
鑑
カ
ー
ド
・
電
子
認
証
の
各

事
業
を
除
く
）
に
関
す
る
相
談
は
本

局
登
記
部
門
に
お
い
て
、
お
受
け
し

ま
す
。

○
相
談
日　

月
曜
日
～
金
曜
日

申

・
問

　

佐
賀
地
方
法
務
局　

登
記
部
門

　

☎
２
６
‐
２
１
８
４

○
と
き　

12
月
11
日
（
木
）

　

午
前
９
時
～
正
午

○
と
こ
ろ

　
Ｊ
Ａ
さ
が
神
埼
地
区
中
央
支
所

○
対
象
者

　

神
埼
市
・
吉
野
ヶ
里
町
で
農
業
を

始
め
た
い
方

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

申

・
問

　
Ｊ
Ａ
さ
が
神
埼
地
区　

園
芸
課

　

☎
５
３
‐
３
７
６
７

有
料
広
告

有
料
広
告

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

　
　
　
　
　

総

合

案

内

子
育
て
サ
ロ
ン『
ひ
よ
こ
ク
ラ
ブ
』

　

国
の
行
政
機
関
や
独
立
行
政
法
人

な
ど
の
情
報
公
開
制
度
や
個
人
情
報

保
護
制
度
に
つ
い
て
、
案
内
や
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。例
え
ば
・・・

・
開
示
請
求
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
？

・
開
示
請
求
の
窓
口
は
ど
こ
な
の
？

○
場
所　

佐
賀
合
同
庁
舎
３
階

　
（
佐
賀
行
政
評
価
事
務
所
内
）

○
開
設
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）

問

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
総
合

案
内
所　

☎
２
７
‐
８
６
３
８

○
と
き
・
内
容

【
12
月
】（
毎
週
月
曜
日
開
催
）

・
１
日　

お
は
な
し
会

・
８
日　

子
ど
も
は
風
の
子
！

　
　
　
　
（
な
わ
と
び
遊
び
）

・
15
日　

園
庭
開
放
日

・
22
日　

も
う
す
ぐ
お
正
月

　
　
　
　
（
し
め
縄
づ
く
り
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

※
予
約
不
要
。
時
間
内
は
随
時
、
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

問

大
立
園
幼
稚
園
・
子
ど
も
の
家
保

育
園　

☎
４
４
‐
３
１
４
４
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くらしの相談（行政書士会　東部支部）

司法書士無料相談行政・人権相談

家庭児童相談・母子父子自立支援相談

消費生活相談

まずは法テラスへ

もの忘れ相談室

いじめ・体罰・悩み等電話相談

いじめ・体罰等相談窓口

と　き ところ

12月
5日（金）

10：00～12：00

神埼町保健センター　２階研修室
12日（金） 千代田支所 ２－３会議室

１月
9日（金） 千代田支所 ２－３会議室

16日（金） 神埼市役所 １－１会議室

○内容　遺言、相続、土地の境界、離婚、農地転用など

と　き ところ

12月
9日（火） 13：00～16：00 千代田支所 ２－３会議室

12日（金） 9：00～12：00 脊振公民館 小会議室
15日（月） 13：00～16：00 神埼市役所 ３－２会議室

１月
9日（金） 9：00～12：00 脊振支所 １号会議室

13日（火） 13：00～16：00 千代田支所 ２－３会議室
19日（月） 13：00～16：00 神埼市役所 ３－２会議室

○内容　国や県、市など行政機関の業務に関する苦情・要望
　　　　人権に関わる困りごとや心配ごとなど
◎問い合わせ　市長公室　　　秘書広報係（本庁） 　☎37-0088
　　　　　　　千代田支所　　総合窓口課　　　　　☎44-2111
　　　　　　　脊振支所　　　総合窓口課　　　　　☎59-2111

○と　き　12月18日(木）  10：00 ～ 12：00
○ところ　神埼市役所　３－２会議室
○定　員　４人（１人30分）　　※要予約
○受　付　12月15日（月）まで
◎問い合わせ
　神埼市役所　市長公室　☎37-0088

　家庭での子どもに関する悩み事、児童に関する問題、母子
家庭等・寡婦の方の自立支援のための相談など、お気軽にご
相談ください。
○と　き　月曜日～金曜日（祝日を除く）
　　　　　 9：00 ～ 12：00、13：00 ～ 16：00
○ところ・問い合わせ
　神埼市役所　福祉課　☎37-0110

　法テラスは、法的トラブルをかかえた方々に、解決への
きっかけとなる情報やサービスを提供しています。
※収入・資産が一定基準以下の方が対象です。
◎問い合わせ　法テラス佐賀　☎050-3383-5510

と　き　 ところ・問い合わせ
毎週火・金曜日

  9：00～12：00
13：00～15：00

神埼市役所  商工観光課  ☎37-0107

毎週木曜日 吉野ヶ里町（東脊振庁舎）☎37-0350

毎週月・水曜日 みやき町（三根庁舎）☎0942-96-5534

第２・４金曜日 上峰町役場　☎52-2181

毎　　日   9：00～17：00 佐賀県消費生活センター　☎24-0999

※消費生活相談窓口は広域連携をしていますので近隣市町でも相談可能です。
※12月29日～１月３日は、お休みです。

　神埼市内にお住まいの方で、もの忘れや認知症について不
安に思っている方・そのご家族など専門の医師が相談に応じ
ます。ただし、すでに専門医を受診されている方、もの忘れ
や認知症で治療されている方は除きます。
○と　き　12月12日（金）15：00 ～ 17：00
○ところ　神埼町保健センター
○受　付　当日の11：00まで　※要予約
○定　員　３人（１人40分程度）
◎予約・問い合わせ
　神埼市役所　高齢障がい課（おたっしゃ本舗神埼）　
　☎37-0111

　いじめや不登校・しつけなど、学校や家庭生活の中での心
配ごとや悩みごとなど、ひとりで悩まないで気軽にご相談く
ださい。秘密は厳守します。
○と　き　月・木曜日（祝日を除く） 8：30 ～ 17：15
○ところ　千代田支所　２－３会議室
◎相談専用電話　☎44-5622

　教育委員会では、いじめ・体罰等相談窓口を設置してい
ます。
○と　き　月～金（祝日を除く）8：30 ～ 17：15
○ところ　教育委員会　学校教育課
◎問い合わせ
　神埼市教育委員会　学校教育課　☎44-2384

アバンセの女性総合相談
【法律相談】※要予約
女性の弁護士が相談をお受けします。
○と　き　12月６日（土）、18日（木）
　　　　　13：00 ～ 16：00

【こころの相談】※要予約
女性の臨床心理士が相談をお受けします。
○と　き　12月20日（土）　14：00～16：00
◎相談・問い合わせ
　アバンセ女性総合相談　☎26-0018

身体障がい者相談

心配ごと相談（社会福祉協議会）
　何か困っていること、思い悩んでいることなどありません
か？日常生活や健康、経済面などさまざまな心配ごとに関す
る相談を受け付けています。

と　　き ところ
12月11日（木）

10：00～12：00
脊振町高齢者生活福祉センター

12月18日（木）
神埼町保健センター
千代田町福祉センター

※脊振町・千代田町で開催する心配ごと相談は、司法書士も担当します。 
◎問い合わせ　神埼市社会福祉協議会本所　☎59-2227

と　　き ところ

12月９日（火）10：00～12：00
千代田町福祉センター

神埼町保健センター

◎問い合わせ　神埼市役所　高齢障がい課　☎37-0111
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人権・教育・防災　講演会開催
住みよい地域社会を目指して

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
人
権

神
埼
市「
教
育
の
日
」式
典
お
よ
び
講
演
会

大
災
害
！

市
民
が
取
る
べ
き
行
動
と
は
・・・

　

10
月
25
日
、
千
代
田

文
化
会
館
「
は
ん
ぎ
ー

ホ
ー
ル
」
で
神
埼
市
人

権
講
演
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
当
日
は
、
県
民

体
育
大
会
な
ど
の
多
く

の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
約
１
５
０
人
が
講

演
会
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

携
帯
電
話
の
普
及
に
伴
い
、
ネ
ッ
ト
は
身
近
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
な
り
ま
し
た
が
、
若
年
層
で

の
ネ
ッ
ト
被
害
も
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
現
状

を
受
け
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
人
権
～
実
例
に
見
る

現
状
と
課
題
～
」
と
い
う
演
題
で
Ｗ
Ｅ
Ｂ
１
１
０
主
宰

の
吉
川
誠
司
先
生
に
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
人
権
侵
害
の
特
徴
と
し
て
、

・
地
理
的
、
時
間
的
制
約
が
な
い
（
昼
夜
を
問
わ
ず
ど

こ
か
ら
で
も
嫌
が
ら
せ
が
可
能
）

・
被
害
者
の
回
復
が
困
難
（
一
旦
流
出
し
た
情
報
を
完

全
に
消
す
こ
と
は
不
可
能
）

・
法
律
の
適
用
範
囲
の
限
界
（
国
家
主
権
の
縛
り
）

・
匿
名
性
が
高
い
（
誰
が
敵
で
誰
が
味
方
か
わ
か
ら
な

い
）

と
い
う
も
の
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

簡
単
に
ネ
ッ
ト
な
ど
に
画
像
な
ど
の
情
報
を
掲
載
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
今
、
利
用
者
側
の
人
権
へ
の
意
識

が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

教
育
の
日
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
て
推

進
し
、
市
民
の
教
育
に
対
す
る
関
心
と
理
解
を
深
め
、

地
域
社
会
の
振
興
に
主
体
的
に
取
り
組
む
人
づ
く
り
を

期
し
て
設
け
た
も
の
で
す
。

　

式
典
で
は
、
實
松
輝
江
委
員
長
が
「
グ
ロ
ー
バ
ル
社

会
に
向
け
て
の
人
材
育
成
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
基

盤
と
な
る
の
が
相
手
を
思
い
や
る
心
や
自
分
の
考
え
を

も
っ
て
実
践
す
る
心
で
あ
る
。
ま
た
、
い
じ
め
の
な
い

学
校
、
子
ど
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
家
庭
で
あ
る

が
、
そ
の
た
め
に
は
神
埼
市
四
か
条
の
誓
い
を
推
進
し

て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
、
次
に
、
教
育
功
労
者
・
協

力
者
と
し
て
左
記
の
６
人
の
方
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

式
典
後
、
昭
和
女
子
大
学
学
長

で
作
家
の
坂
東
眞
理
子
先
生
に

「
今
、
人
間
と
し
て
大
切
な
こ
と
」

と
題
し
て
の
記
念
講
演
を
し
て
い

だ
き
ま
し
た
。
会
場
が
、
満
席
に

な
る
く
ら
い
の
多
く
の
方
の
参
加

を
い
た
だ
き
、
坂
東
先
生
か
ら
は

「
子
ど
も
を
愛
情
で
押
し
つ
ぶ
し
て
は
だ
め
。
自
分
で

生
き
る
力
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」「
子
育
て

は
、
親
、
学
校
、
地
域
が
関
わ
っ
て
、
自
ら
も
育
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
教
育
は
『
共
育
』
で
あ

る
」
な
ど
と
い
っ
た
学
校
教
育
や
家
庭
教
育
に
対
し
て

の
ご
示
唆
を
い
た
だ
き
、
来
場
者
は
時
間
を
忘
れ
て
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

︽
受
賞
さ
れ
た
方
︾
※
敬
称
略

　

髙
栁　

政
廣
（ 

尾
崎 

）　

岸
川　

輝
政
（ 

用
作 

）

　

古
賀　

安
行
（ 

下
板 

）　

松
田　

昭
一
（ 
本
堀 

）

　

中
山　

利
之
（ 

本
堀 

）　

梅
嵜　

正
吾
（ 
境
原 
）

　

近
年
、
大
災
害
は
、
全
国
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

神
埼
市
で
も
、
い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

去
る
11
月
14
日
、
千
代
田
文
化
会
館
「
は
ん
ぎ
ー
ホ
ー

ル
」
で
、
東
日
本
大
震
災
を
経
験
さ
れ
た
澁
谷
大
司
氏
を

講
師
に
迎
え
て
、
防
災
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

澁
谷
氏
は
東
日
本
大
震
災
の
発
生
時
に
宮
城
県
多
賀
城

市
で
総
務
部
長
を
さ
れ
て
お
り
、
災
害
対
策
で
陣
頭
指
揮

を
執
ら
れ
た
体
験
を
基
に
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
大
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
市
役
所
は
何
も
し
て
く

れ
な
い
の
で
は
な
く
、
何
も
で
き
な
い
の
で
す
。
最
低

限
３
日
間
は
、
自
分
で
生
き
抜
い
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
、

経
験
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
伝
え
た
い
内
容
で
、自
助
、共
助
、

近
助
と
公
助
の
連
携
の
必
要
さ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
防
災
講
演
会
に
合
わ
せ
て
、
神
埼
市
役
所
と

神
埼
警
察
署
と
で
合
同
防
災
訓
練
を
開
催
し
、
大
災
害

時
の
情
報
連
絡
体
制
の
強
化
と
災
害
対
応
の
連
携
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

災
害
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
す
る
の
か
分
か
り
ま

せ
ん
の
で
、
日
頃
か
ら
災
害
に
備
え
て
、
少
し
で
も
被

害
が
抑
え
ら
れ
る
よ
う
防
災
行
政
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。



　

11
月
８
日
、
８
回
目
と
な
る
元
気
か
ん
ざ

き
市
民
交
流
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
地
域
で
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
方

に
出
演
し
て
も
ら
い
、
活
躍
を
知
っ
て
も
ら

え
た
ら
と
い
う
こ
と
で
、
ケ
ア
ラ
オ
ナ
ー
プ

ア　

フ
ラ
ス
タ
ジ
オ
か
ら
南
国
の
風
を
は

こ
ぶ
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
千
々
岩
兄
弟
の
力
強
い

津
軽
三
味
線
。
チ
ー
ム
デ
ィ
ギ
ッ
ト
に
よ
る

盛
上
が
っ
た
Ｂ
Ｍ
Ｘ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
山

本
譲
二
の
そ
っ
く
り
さ
ん
山
本
譲
一
さ
ん

の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
な
ど
皆
さ
ん
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
内
容
で
し
た
。

　

よ
か
ね
神
埼
市
民
総
踊
り
は
、
力
武
杏
奈

さ
ん
の
生
歌
で
婦
人
会
と
文
化
連
盟
が
華

を
添
え
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
、
後
半
降
り
出
し
た
雨
で
「
ど

こ
ま
で
伸
び
る
神
埼
め
ん
」
の
麺
の
ば
し
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
両
手
い
っ
ぱ
い
の

ば
し
て
出
て
来
る
め
ん
を
も
ら
っ
て
皆
さ

ん
笑
顔
で
し
た
。「
五
穀
豊
穣
も
ち
投
げ
」も
、

先
着
３
０
０
人
の
も
ち
配
り
と
な
り
ま
し

た
が
、長
蛇
の
列
で
即
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
ご
来
場
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

�

元
気
か
ん
ざ
き
市
民
交
流
祭
実
行
委
員
会

元
気
か
ん
ざ
き

　
市
民
交
流
祭 
開
催
！

第８回
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ＦＭ佐賀　
【放送時間】 毎週水曜
　　　　 　12：00～12：55
【ＦＭ佐賀のホームページ】
http://www.fmsaga.co.jp

間】毎週水曜
ＭＹ ＤＥＡＲ 神埼

FM佐賀
MY DEAR　神埼

～つれづれなるままに～
ナビゲーター：おのくみこ

　こんにちは。『MY DEAR 神埼』のおのくみこで
す。
　前回、11月号では、ＦＭ福岡と東京ＦＭに研修
に行った事をお伝えし、10月20日からまた１つ大
きな大きな研修に行きますが、その話はまた次号で
お伝えします！と締めくくっていました。
　そして、今週はそのとっても大切な研修のお話です。
正確には10月19日～ 10月25日までの１週間、岩
手県にあるＦＭ岩手に研修に行ってきました。ＦＭ
岩手と言えば、2011年３月11日に発生した東日本
大震災で海沿いの沿岸部で大変な被害が出てしまっ
た被災地でもあります。
　そもそも「MY DEAR 神埼」とＦＭ岩手とのご
縁は震災の５ヶ月前、MY DEAR 神埼がスタート
した年、2010年の10月6日。同じく水曜日のお昼
12時からＦＭ岩手でスタートする岩手県遠野市の
番組『遠野ずもなFM』１回目の放送で、互いの番
組を回線で繋ぎ、それぞれの市長に生出演して頂け
ないか？と言う提案があり、我が神埼市の松本茂幸
市長と、遠野市の本田敏秋市長に出演して頂き、２
つの放送局でそれぞれの市をPRした後、最後は互
いにエールを送りあう！と言う内容で生放送を行いま
した。
　そして、それからちょうど５ヶ月後、2011年３
月11日、東日本大震災が発生し、その際『遠野ず
もなＦＭ』の当時のパーソナリティだった黒沢まき
こさんから「MY DEAR 神埼」でもぜひ、今の岩
手の状況を伝えて欲しい！と直接私の携帯に電話を
頂き、震災から12日後の３月23日の『MY DEAR 
神埼』では、再びＦＭ岩手の黒沢さんと山本純平さ
ん、更に津波で大きな被害を受けた釜石市の番組『釜
石やっぺしFM』の阿部志穂さん（ご自身も住まい
を流され避難所で生活）に電話で現地の様子を伝え
て頂きました。
　それからは年に１度、３月11日前後の水曜日に

『遠野ずもなＦＭ』に電話で、その後の様子を伺い
『MY DEAR 神埼』の中で、岩手や遠野市の様子を
伝え続けてきました。
　そうやって毎年お話を伺う中で『実際におのさん
に来てもらい現状を見て欲しい』というお声を毎回
頂きながらなかなか実現しませんでしたが、その４
年越しお互いの思いがこの10月やっと実現し、私
と２人のスタッフで約１週間、岩手に行き、遠野市

を含む岩手県内の各市町村と、被災地を訪ねる事が
できました。特に被災地では、実際に津波でアパー
トが流され、今も仮設住宅で生活されているＦＭ岩
手のスタッフ佐々木大樹さんに当時の様子などを伺
いながら案内して頂き、大変貴重なお話を聞く事が
出来ました。
　また今回の研修で、私にはもう１つ、大切な任務
がありました。
　それは、震災当日からずっと、被災地の後方支援
地として活動してこられた遠野市の本田市長を訪
れ、松本市長からお預かりした声のメッセージと

『神埼菱焼酎』『ひしぼうろ』をお渡しする事です！
研 修 ３ 日 目 の10月22日
震災で役所が倒壊し今も
ショッピングセンター内
で業務されている遠野市
の本田市長を訪ね、しっ
かりと松本市長からの贈
り物を手渡した後、本田
市長に震災当日の様子と
市長としてまずどんな指示を出したのか？災害時に
一番大切な事は何なのか？といったこちらも大変貴
重なお話を伺うことが出来ました。同じく盛岡市役
所でも盛岡市長にお話を伺うなど、今回の研修では、
被災地での放送のあり方だけでなく、行政に携わる
方々の苦悩とあり方なども勉強させて頂きました。
　奇しくもあの日からまる４年目を迎える2015年
３月11日は『MY DEAR 神埼』の放送日である水
曜日です。
　そこで、岩手で学んだ事や、お伺いした貴重なイ
ンタビューの内容等は来年３月11日の『MY DEAR 
神埼』の中で、特別編として55分間に渡ってお伝え
しようと思っています。
　ぜひ来年2015年３月11日の『MY DEAR 神埼』
をお聞き下さい。
　３.11あの日を忘れない為に!!

『MY DEAR 神埼』おのくみこ

第８回
「～４年越しの思いが実現した
　　　　　　　　　　１週間～」



郷土の先人たちの志と功績をご存知ですか

神埼の偉人 紹介します ⑭
　神埼郷土研究会が昨年度に出版した「神埼の偉人35」。神埼の名を広め、社会貢献した
偉人たちの功績を市民の皆さんに広く知っていただくため、市報でもご紹介しています。

（掲載文は冊子の文章を参考に再編集したものです）

歌
人
、詩
人
で
脊
振
小
学
校
等
の
校
歌
を
作
詩
し
た

佐
賀
製
ろ
う
社
長
、
神
埼
信
用
組
合
を
設
立
し
た
人

服は
ら

巻ま
き 

四し

郎ろ
う

古こ

賀が 

善ぜ
ん

次じ

郎ろ
う

明
治
39
年（
１
９
０
６
）〜

　

昭
和
43
年（
１
９
６
８
）

脊
振
村
白
木　

生
ま
れ

明
治
40
年（
１
９
０
７
）～

　

平
成
元
年（
１
９
８
９
）

神
埼
町
二
丁
目
辻　

生
ま
れ

　

四
郎
は
、
市
内
最
高
地
区
（
海
抜
５
３
６
メ
ー
ト
ル
）
の
白
木
に
生

ま
れ
ま
し
た
。
脊
振
尋
常
高
等
小
学
校
へ
の
通
学
道
路
は
坂
の
山
道
で
、

約
４
，２
０
０
メ
ー
ト
ル
、
春
は
緑
深
い
森
林
を
眺
め
、
秋
に
は
脊
振
山

系
の
紅
葉
と
空
を
見
上
げ
な
が
ら
の
登
下
校
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
佐
賀
師
範
学
校
を
経
て
大
正
15
年
４
月
西
与
賀
小
学
校
教

諭
と
な
り
ま
し
た
。
以
後
、
教
師
生
活
と
同
時
に
俳
句
、
短
歌
、
校
歌
、

郷
土
歌
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

昭
和
13
年
、
母
の
49
日
の
供
養
に
白
木
の
実
家
に
帰
っ
た
際
、
急
性

肺
炎
に
か
か
り
、
そ
れ
が
原
因
で
20
年
間
の
療
養
生
活
に
つ
な
が
っ
て

い
き
ま
す
。
療
養
生
活
の
苦
し
み
の
中
、
窪
田
空
穂
の
短
歌
に
出
会
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
短
歌
の
世
界
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。「
姫
由
理
」
に
入

会
す
る
と
12
～
13
年
の
間
に
、
約
８
０
０
首
を
超
え
る
作
品
を
残
し
ま

し
た
。
そ
の
歌
は
、
温
和
で
情
こ
ま
か
く
、
美
し
い
魂
の
た
た
え
が
あ

る
と
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

四
郎
は
、
昭
和
22
年
脊
振
中
学
校
教
頭
に
就
任
し
、
そ
の
後
脊
振
村

教
育
長
や
公
民
館
長
に
も
就
任
し
ま
し
た
。
郷
土
愛
、
教
育
愛
に
燃
え

る
四
郎
は
、「
急
が
ず
無
理
せ
ず
、
順
序
よ
く
」
と
、
脊
振
中
学
校
の
特

別
教
室
の
建
設
、
脊
振
村
庁
舎
の
落
成
、
脊
振
村
誌
の
発
行
な
ど
着
実

に
成
し
遂
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　

脊
振
中
学
校
で
は
、
現
在
で
も
四
郎
の
遺
族
や
市
民
と
一
緒
に
、
紫

浪
（
四
郎
）
短
歌
の
集
い
と
し
て
短
歌
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

善
次
郎
は
、
代
々
油
屋
（
食
用
油
）
を
営
む
古
賀
家
の
三
男
と
し
て
神
埼

町
二
丁
目
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
神
埼
尋
常
小
学
校
、
三
養
基
中
学
校
を
卒
業

し
、
当
時
難
関
と
い
わ
れ
て
い
た
京
都
帝
国
大
学
に
入
学
し
ま
し
た
。

　

大
学
卒
業
と
同
時
に
満
州
中
央
銀
行
に
就
職
し
ま
し
た
が
、
第
二
次
世
界

大
戦
に
よ
り
退
職
し
内
地
に
帰
還
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
21
年
に
神
埼

町
旧
駅
通
り
に
あ
っ
た
、
佐
賀
製
ろ
う
㈱
の
専
務
に
就
任
し
、
昭
和
26
年
か

ら
24
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
代
表
取
締
役
社
長
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
直
後
の
日
本
経
済
は
、
イ
ン
フ
レ
に
悩
ま
さ
れ
、
国
民

生
活
の
困
窮
、
金
融
難
な
ど
壊
滅
的
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

シ
ャ
ウ
プ
勧
告
に
よ
り
物
価
抑
制
、
政
策
金
融
引
き
締
め
な
ど
中
小
企
業
は

資
金
調
達
が
難
し
く
、
恒
常
的
な
資
金
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
、
善
次
郎
は
相
互
扶
助
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
昭

和
30
年
神
埼
信
用
組
合
を
設
立
し
、
初
代
組
合
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

善
次
郎
は
、顧
客
と
の
対
話
を
重
視
し
、経
営
の
状
況
な
ど
よ
く
聞
き
、「
俺

の
目
が
黒
い
う
ち
は
一
人
も
破
綻
者
は
出
さ
な
い
」
と
よ
く
言
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
姿
勢
で
あ
っ
た
の
で
、

顧
客
か
ら
の
信
頼
も
厚
く
多
く
の
人
が
金

融
や
経
営
の
相
談
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

佐
賀
東
信
用
組
合
の
初
代
理
事
長
や
九

州
信
用
組
合
協
会
会
長
な
ど
九
州
、
全
国

レ
ベ
ル
で
金
融
マ
ン
と
し
て
の
腕
を
振
る

い
ま
し
た
。※

「
神
埼
の
偉
人
35
」
は
市
立
図
書
館
で
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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神埼市神埼町本堀 3187番地 3
（旧　松永嶺子事務所）
 ☎　　0952－53－5105
FAX　 0952－53－2713

有
料
広
告

有
料
広
告

シ
リ
ー
ズ 

10

　

神
埼
市
内
に
は
同
じ
趣
味
を
持
つ
人
た
ち
が
集
ま
り
、
技
術
の
向
上
や

交
流
の
輪
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
サ
ー
ク
ル
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
日
本
の
伝
統
文
化
と
し
て
受
け
つ
が
れ
て
い
る
「
日
本
舞
踊
」

に
取
り
組
ん
で
い
る
サ
ー
ク
ル
を
紹
介
し
ま
す
。

木　
　

曜　
　

会
　

木
曜
会
は
、
毎
週
木
曜
日
の
夜
に
、

代
表
の
中
島
加
代
子
さ
ん
の
ほ
か
５
人

の
会
員
が
脊
振
公
民
館
に
集
ま
っ
て
泉

流
師
範　

泉い
ず
み

扇せ
ん

玉ぎ
ょ
く

先
生
（
石
丸
美
子
さ

ん
）
の
指
導
の
も
と
で
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
会
は
約
30
年
前
に
「
踊

り
を
習
い
た
い
」
と
い
う
声
か
ら
ス

タ
ー
ト
。
全
員
が
ベ
テ
ラ
ン
の
域
に
達

し
て
い
て
、
先
生
の
お
手
本
の
踊
り
に

対
す
る
覚
え
は
早
い
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
細
か
い
動
き
に
つ
い
て
厳
し
い
指

導
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
会
員
か
ら
も
先

生
へ
の
質
問
が
飛
び
交
い
、
会
員
一
人

ひ
と
り
が
習
得
す
る
ま
で
、
何
回
も
練

習
を
重
ね
、
約
２
カ
月
で
一
つ
の
踊
り

が
修
了
し
ま
す
。

　

練
習
の
成
果
は
、
毎
年
１
月
に
開
催

さ
れ
る
佐
賀
城
本
丸
歴
史
館
、
５
月
の

脊
振
神
社
、
11
月
の
脊
振
森も

林り

の
里さ

と

文

化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
脊
振
町
文
化

祭
）、
２
年
ご
と
の
佐
賀
県
舞
踊
の
会

な
ど
で
披
露
し
、
観
客
か
ら
好
評
を
得

て
い
ま
す
。
ま
た
古
く
は
平
成
８
年
に

有
田
町
で
開
催
さ
れ
た
世
界
・
炎
の
博

覧
会
に
も
出
演
し
ま
し
た
。

　

会
の
発
足
か
ら
同
じ
会
員
に
よ
る

サ
ー
ク
ル
で
、
長
年
の
歴
史
を
持
つ
こ

と
か
ら
お
互
い
に
強
い
絆
で
結
ば
れ
て

お
り
、
練
習
の
合
間
に
は
参
加
で
き
な

か
っ
た
人
を
気
遣
う
会
話
も
交
わ
さ
れ

ま
す
。
ま
た
「
踊
り
を
覚
え
る
こ
と
が

楽
し
い
」「
踊
り
は
全
身
運
動
で
あ
り
、

健
康
維
持
に
効
果
が
あ
る
」「
皆
さ
ん

と
会
う
こ
と
が
喜
び
」
な
ど
、
充
実
感

を
味
わ
っ
て
い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
く

る
一
方
で
、「
新
し
い
踊
り
を
覚
え
る

時
は
緊
張
す
る
」
と
芸
の
厳
し
さ
を
感

じ
さ
せ
る
言
葉
も
あ
り
ま
す
。

　

会
で
は
今
後
の
発
表
に
向
け
、
更
な

る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
、
全
員
が

心
を
ひ
と
つ
に
し
て
日
々
の
練
習
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

◎問い合わせ
　中島加代子さん
　☎0952-59-2010
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�

文
芸
コ
ー
ナ
ー

俳
句　
〈
ひ
し
の
実
会
〉

叢
に
目
立
つ
コ
ス
モ
ス
比
所
彼
所

�

藤
山　

初
次

何
か
た
り
い
る
卓
上
の
冬
の
は
え

�

牟
田
口
則
子

白
菊
の
及
ば
ぬ
君
を
愛
お
し
む

�

香
月
富
士
雄

バ
ス
停
に
待
つ
人
も
無
し
稻
雀

�

松
本　

都
子

山
茶
花
は
紅
白
咲
き
て
陽
に
映
え
り

�

音
成　

市
次

鉄
パ
イ
プ
組
ま
れ
し
露
天
十
一
月

�

田
原
ひ
よ
子

手
花
火
に
幼
き
友
の
浮
び
け
り

�

東
島
万
喜
子

干
し
柿
を
吊
る
し
て
今
日
を
終
り
け
り

�

畑
石
蝌
蚪
子

川
柳　
〈
あ
お
ば
会
〉

健
康
で
ま
め
に
働
く
夫
婦
仲

�

眞
島　

永
治

母
さ
ん
に
爪
ま
で
形
似
て
い
ま
す

�

田
中　

雅
代

飛
び
き
り
の
優
し
い
声
で
猫
を
よ
ぶ

�

佐
藤
久
仁
子

ど
う
か
し
ら
政
論
聞
か
ず
多
数
決

�

鵜
木
美
代
子

痛
む
腰
九
十
余
年
の
恩
給
か

�

吉
村　

民
子

幹
事
さ
ん
呼
ば
れ
て
ハ
イ
と
自
分
の
名

�

森
﨑
か
ん
じ

無
事
着
い
た
た
だ
そ
れ
だ
け
の
電
話
待
つ

�

眞
島　

壽
子

城
跡
の
名
残
り
石
碑
の
文
字
を
追
う

�

若
菜　

花
子

ひ
と
月
後
予
定
は
未
定
多
忙
中

�

森　

ミ
ズ
エ

短
歌
〈
神
埼
短
歌
会
〉

濃
緑
の
亡
夫
の
革
ジ
ャ
ン
ま
と
ひ
ゆ
く

野
路
に
こ
ぼ
る
る
人
の
恋
し
さ

�

中
原　
　

幸

三
世
代
揃
ひ
賑
は
ふ
城
原
祭

健
康
体
操
に
背
す
じ
を
伸
ば
す

�

坂
井　

栄
子

暮
れ
な
づ
む
稲
田
小
暗
く
し
づ
み
ゆ
き

霞
の
帯
の
残
照
に
映
ゆ

�

大
井
サ
カ
ヱ

終
電
か
二
両
電
車
が
ご
と
ご
と
と

寂
し
さ
煽
り
遠
ざ
か
り
消
ゆ

�

城
島　

孝
子

古
湯
路
の
傾
り
に
撓
み
し
萩
の
は
な

秋
冷
と
な
り
夕
ぐ
れ
の
道

�

田
中　

と
代

内
宮
の
玉
砂
利
ふ
み
し
め
ぬ
か
づ
き
ぬ

遷
宮
な
り
し
素
木
み
や
し
ろ

�

納
富　

茂
子

す
っ
ぽ
り
と
地
球
の
影
に
か
く
れ
ゆ
く

皆
既
月
食
見
の
が
す
ま
い
ぞ

�

前
山
ツ
タ
エ

〈
千
代
田
短
歌
会
〉

九
州
山
脈
の
綾
線
は
る
か
に
か
す
み
ゐ
て

わ
が
棲
む
里
の
稻
穂
は
た
る
る　
　
　
　

�

高
橋　

露
子

田
に
麦
の
蒔
か
れ
て
雨
に
ふ
っ
く
ら
と

芽
は
産
声
を
あ
げ
む
小
春
日

�

石
田
千
津
代

吉野ヶ里歴史公園から ◎問い合わせ
　吉野ヶ里歴史公園管理センター
　☎55-9333

　吉野ヶ里歴史公園では、二十四節気の「冬至」に合わせ

「光」を使った幻想的な景観を演出するイベントを実施します。

○開催期間　12月20日（土）～ 23日（火・祝）

○開催時間　17：00 ～ 20：30　※20：30閉園

○入園料　期間中の17時以降は団体料金

　　　　　（大人　280円、子ども　40円）

○駐車場　東口駐車場　17時以降の普通駐車場無料

【展開イベント】

①レストラン：期間限定メニューをご提供。その他軽食もご用意。

②南内郭：湯茶振る舞い（煮炊きを使用・そば茶等）・暖をとれる場所を設けます。

③臨時売店：環壕入口・東口エントランスに飲食物販ブースを設けます。

④環壕集落内：スターマイン300発（花火）の演出を行います。20日（土）～ 23日（火・祝）の４日間

⑤連携イベント：熱気球ナイトグローを実施。20日（土）・21日（日）の２日間

ライトアップ
イベント 光の響 のお知らせ

【誤】　　　　　　　　　　　　　　　　【正】
島瓜真白きレースのドレスぬぎ　　　　烏瓜真白きレースのドレスぬぎ
秋には朱実たわわに揺らす　　　　　　秋には朱実たわわに揺らす

お詫びと訂正
　「市報かんざき」11月号の文芸コーナーの田中と代さんの
短歌に誤りがありましたので、お詫びして訂正いたします。
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